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県内の社協として

県内の社協における支据活勁も、県外からの支援活勁に並んで震災直後から活発に行なわれた，地炭の

2週間ほど後には、典内の社協を 5つのプロ・ックに編成され、各プ C y ク丙で9え、①窓口こなる社協を設

けて調整し、＠口"テーションを組み、継続的に戦負を派選し、③ポランティアのコーディネートとi派選

を行なったn

これらの体制により、地荼発生から 3月末までの74曰間で、限内社協喘員とポラ‘ノティアによる支援

活軋は合計1ぷ610件、 43,181名を数えることとなった。

主な活蔚こついては、移別人浴車派選写業に結びついた入浴サーピスや、炊き出し、物姿の寄1似運蟄・

仕分け、細査活勁、避薙所運営等である（なお、概要については別表参開）。

県内社協の文投としては29ノプがある。 1つは、快災地域であってもその必要性や軽度であるために

文授に赴く場合と、もう iつは、披災地ではない地域の社協から0支援である場合。いずれにしろ他府県

からの支授と比校して、物迎的に距離が近いことはもちろんゼが、知った顔があることによる栢11的な距
離の近さも、連挽を取りやすくする卜で利点となった。

また、ある意味においては、被災地への支援を迅じて各市町社協は要重な体験をし、様々なノウハウを

得て、実力と自信をつけていったとも言えるだろう。県下の社協で力を合わせ、経喚を共有化できた点も、

笠災復興支援の成功面として代匡付けられよ ju

しかし、成功と決るまでにに、多くの社協職貝芳り」ジレンマと努力があった。しれら似過担は、以fo

車例において詳細が明らかにされている。

本項では次の 7名の平例を記録している。

［披炎地からの披災地支援として］ ヽr -------------- -------
① 洲本市社協・頭氏ハぃ同じ淡路忌内〇救援活動として、淡烙忌支接ボランティアペースキトンプ9ごおける 1

虹践について 1 

I ② 兵固県社協•島堺氏·~・汲災＿』の乱社協とじて団がをさる 0)かという問題念琺が卜で、広液における活釦

軋しさ疇露年9こよ咋t血のあり方を考え~る経験9C なったことについて

［被災地外からの文援として］

③ IJn古川饂協~水日文·・ ・ポう 9ティアコーディネーター:,立海から、何ができるのか門恨を求め、＃9こニー 1
ズに目を向99た姿勢9ごついて

＠ 黒田庄l,'］に協~種子天·・ ·披災地へじ）入浴サー、ース活動、さら 1ごそこで旦つけたニ~ーズを地元0関係殺閲 9こ

つないでいった江携などについて

⑤ 一宮町社協（宍粟郡）・ロ本氏·~・・社匝，，訪問l入浴や炊き出しといった活動とその実践9こ至るまを加ーディ

ネート、そして住民i9エネ9レギーについて

＠ 竹野町社協•吉谷氏·…·訪l問入浴0ために波災地へ赴いた経験から、地域面祉活勁へ0教訓を得られた点に
ついて

⑦ 春日・町社協•田村氏·…·社榔似艮として、ポランティアコー r, ネーターとして、救扱活動における社会資
飴やマンパ,-＾丘rr・・クー、-・-―--- 二9山J93 ：こし•し•―--- --.)  

自らも被災地でありながら支授に関わる化湯の者と、披災地外から支援に関わる者との視点の途いはあるものの、

共返するのは祓災之住民救委への想いであ 9たことがうかがえるだろう。
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窓口社ほぼ覇）11匹皿呻I励
西播窮プ〇ック 棗娼磨プ0.，ク庫昂

応援↓ 応援I

西宮市皿 ］1 芦屋市社協
、-̀

窓0社協（西脇市）1|窓叫邸呻町 1窓口社協（丹晒）
煎プ0ック北郎 北但2岡プロック 南但丹波プ0ック

応援I 応援1 応援I三三I川西市tt．協

県下社協による支援活動～震災から74日間の活動まとめ～

1月178~2月2482月25日～3月318 合計
活動内容

件数活勒者数
合計件数
活動者数件数活勁者致

炊き出し お5 7,168 155 1,850 440 9,018 

入浴サーピス 47 250 125 420 172 670 

後片付け 75 276 2 8 99 283 

シート張り 2 ， 
゜゜

2 ， 
引っ越し 7 31 8 26 15 57 

物資の寄巖・仕分け・撮送 157 25,993 203 2,322 360 28,315 

移送サービス 27 160 5 8 32 168 

避懇所の運営 21 921 II 69 胡 990 

募金活動 31 126 12 56 43 182 

調査活動 25 955 43 98 綿 1,053 

介助 22 374 胡 88 60 462 

洗濯サービス 4 87 18 74 22 161 

理容サービス 4 40 I l 5 41 

被災者受入れ 8 4 6 ， 14 13 
その他 58 1,378 242 387 300 1,765 

合 計 1,670 岱，187
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激震地への支援活動に参加して

ポl木而社会栢祉協議会オランティ・，ーコーデ 99、ーター 黒 田 直 志

はじめに

l995年し F1111未駅こ、この淡路品を庭源，'こした

兵帥呉南部地哀が起こりました，死者5,50い入，わずか

数分問Q9大咄翌により、祁い命が失われ、数 l月）＼の

汀々c/ょ切な垢産か克われました，．それが、だれもが

悠僚だにしなか吋＿ 1阪神・淡終）、女災」でした。こ

の未合1£海嘩R山で、社9本市内〇↑宅等でも、全泌

19tI••9怜、半壊65建搭という祓菩がでました，

洲木市社会福祉協決会においてむ、担箆売止立後沈

母1月の取紐みは、 'ームヘ｝ンペ-ゃ‘

烈は、

デイサー,,

呉による生も要委設者0改古確点やーーズ叫田述など

を中心に臨[I,合したn しかし、平務l』にいて、入っ

てくる I紺じ 9えマスコミ序四じての断片叫なものばかり、

桔柑が糾こLをしていましたc

テレピや珀li,1なと砂マスメディアが封じた悲惨tりt

日本口、μ界中の人々に術翠を早えまし9こ。・ロ

分にも何かが出来れぼ9「現地に行[19孔何心扱9ァ立て

る挙があるに違いないlという思いを持っに人々が令

国から呉まり、 また、仕李や衣臣の平柄により却l屈

行＇’しない）］々からは品投物盗や我援金が数多く寄七ら

れました。

ポうンティアコーデ"ーターとしては、ニーズの

把柑、また、一只ランティアの対応と受ヤサなどポラ J

ナィ 99]料 にではありますがJl多；整えていき甜

した。

まに、淡1各島内で弦吉の大きか 9た北部近新町にl9,1

9:9て現地支抜／ぶ紺」も徐々 9こでにありますが活引を

していきま‘,9C 

浚災救援峙の担当業務

地翌ク偲0'上本といわれながら、地箆を予知するこ

と0できない今0姿 ， 

l)111l」、り前5玲郎）まさか、の:'国であった。

叫［れで目を党まし、続（御器れで身動きがとれない、

~恥ち謬没をつ（激迄しかも、農源が淡路為であ

みうとは，

要災直後譴：惨な状況から E峠が過ぎるにつれ、

レキ叫鯰や1奴設{1咤釦設などい郎lを迎えて、

1 ・ 

99ィアの支l互沐渭も祢々9こではありますが形を整え

ていきました。

2月から 3月にかりて匹国 4某の社協による淡i各月

支援ポランティアペース干ャンプを中心に現地文歪氾

勁が展岡lされ、それを引き紀ぐ形で、品内て汲宝の少

なかった!I協l市4呵と淡路地区吐会福祉迫合会とが

スクラムを紐み、 3月から窓町へ、 4月から北淡町

へと 8迎問＇こおよぷ現、内支投活勁を展開していった。
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淡路店文捉ポランテ 9Tぺ—ースキ，、ンプで屯函＂容

は、今まさに対協が取り柑んでいるニース>.,チと

文廷，，を祖み合わせたもので、

） また、被災者にポうンティアの受け入れをすすが

るチラシを虻り坪月名を深めていった。 しか L、発俎0

中にはボラ 9チ9アを受けることにためらいを持って

いる方もいるようだった。

また、私たもは、地岐性、地丑、地元の）、の顔なと’

俎全く｝い←9ていいはど分かるない m 地戯の実19など

把握Lてくれている、元生妥錢との協月9ょ井常にあり

がた＜男気づけられました。ポランテ 9ア0益鯰かっ

羽場支翌までいたってスムーズに、 19底へ09対応9よ刃

治、役場01悶能を利面から支桜し、行政とピ温と，,連

杢が索睛らLくうまくいきました。ポランティアカー

ドに古いてもらい、ある巴度ポランティア炉前うと 9-

コーディオ~ークーが仕● 9人容と人扱ティンダを行い、

-—ズ茫屈カードを配

を伝える2 ニーーズに応えられるポランテ 9アを製場に

送るという手段応ーーズ0問趾解決9こあたるc

時、気合い0人・3たポランティア、これが第 のビ,,.

だった。救授物登0釈迎から、入浴0送9也、

こも

99~ レヰ~9ト

ポ99千ィア 9さ

ガ

採去、引っ越しの手伝い、 9ヵl坑の送迎、なこなどc

1甜饂侶志地として〇役制と同同に、人々のニーズ

は日々、いや、刻々と変化していく c

打l手をぢえて活勁しなくて9れならないので、ボ"ティ

アが行った先々＇をつかんできた状況ば、江閣が終了す

釘を問に感想や、やりJ,の助言をど9J

い、今日一日 0最後の反省をし、膵散をしていった。

今馴の実践約な対応は、日本で初めてのことをして

いる。一つ一つ0行賊のマニ土アルがなく、まさに、

それぞれ0私たち 99行勁がマ~ニュアルにな←ンていく。
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こ？ーディネーター9立」＂その咀要性が立言止されたよ

うた，ーカ、活動の問に、席内89社協マンやdラ9テ（

Tグ9ンープ、守政閃係i ，トワー・クが太いパイプ

としてつながり、活む」を終えることかでき応

' 裳災関係業務で留意したこと

,¥9氏が起こって、とにかく何か役に立ちたいという

ポラ Sティ Tが殺到していた。'ランティアたち 9な、

ガレキot佐去や引っ越しなどといった、普段ならまず
やらないような仕写を彼らは黙々とこなしている。快

らが、被災者から0 「ありがとう」の一言が喜びを党

えていった0だろうc

しかし、ポランティアの人栓という意味では、どう

だろう。倒」没家思の中から家呉の造びだし、朋れかけ

た宅根の」．での瓦おろしやプルーシー｝、張りなどのよ

うな危佼なi'浅だけではなく、進を歩いているだけで

家が倒兵してくるなど二次災宅の危倹は大きい。また、

弓勁のなかで相手を侶つけてしまう可能性がある。そ

のような享故があったとき、現在のシステ9→では、「ボ

ぅ、9テ9ア活勅9之すべて自分0資任」でしかないーボ

ランテ 9 アには自己菅埋沌力が求められ、自分口身の

仕李必限界を作る u しか L、現，gの現状9こ自分に 1jコ

クをかけ、その限界を上げながら作業せざるを母なく

な9 ている。たとえ、怪l人でポランティア共格に加入

していても、今から思うと胸をなでおろす気岱ちだc

もう・一つに、「街の復輿」 03役伊である。救援期を通

して被災者のニーズに対してできる限りすべてに応え

ようとしていたポランテ"ではあるが、その後の19

輿期9こ人ると、被災者の白活が距坦iとなってきたc 街

の翌店のシトッターも開きはしめ、ボランティアが担っ

てきた仕享も、 般の栄者が行えるようになってい—ン

た。ポランティアは「できる仕手」と―でさない仕車＿

ではなく、「やるぺき仕写」こ「やるぺきでないイ1栞」
を判断しなけれは~いけなくなってきた。など、震災関

係業務で留きしたことでした。

3~ 震災教援活動で苦労したこと
ボランティア活勘をするうえで問超だったのが、状

況や仕幸内容を説明するの9こ、現地と0タイムラグが

あるように感じられた。それは、現場を見ていないと

いう事実だ。他）、から湖いた話やテレビ、新閲などで

しか熙地0状況は伝わってこないc だから、尖格がわ

いてこないのだろうc

刻々 と変＇とする状況の中、 1：且J9圭格を取り合・3 てい

ても、ボラ 9ティ了がもう要らなくな・.たりすること

がよくある。それは、ボラ 9ティアが現地入りしても、

裂状や仕●内容が、コーディネーターの説明とはかな

り変わってくることもたびたびあった。そ0'せいか、
1説明を受けたilまとは遥う」というポ99ティアがい

にり、 9た、弔 「どんな仕奉でもや—ーてくれる

ボ99ティアを派ぷしてくれ」ということで説明をす

るうえでかなり気を99った，

今回、荊切に感じf ポランティアが大き"

ローズア，プされたことだ。しかし、ボランティアの

諾識が、まだまだ汁会に受け入れられていないという

申実である。

ポランティ了活勁をしてい（巾ても、阪神・淡洛大

翌災が起ころうが起こるまいが、元から左仕していた

問題が浮き彫りにされた。：内たきり老人や9屯届毛人を

にじめ在宅福祉へ0かかわり等、あるいは｛哩品な宮蛉

占0)生きがいづくり、社会参加tう思で0ボランティ了

活蹴は今後ますます亘要、かつ不可欠な t1うになって

いくだろう c

また、何かの形でポランナィ了をやろうと決心して

いる若い人は多いだろうし ．．ドラソチィア＂というき

共を単なる流行浄で終わらせた（ない。

4 震災活勁で学んだこと

阪神・談路人衷災に対し、淡路呂支援ポランティア

ペースキャンプカモ コーティネート活

勁を駁閲していった。

ざランティア活動を円滑に、 しかも、効果的に進め

ていくためには、 ・---ディネ'-ター＇というポ"

ティアと要授譲者を結ぶ存名Fが登要である。ボ99ティ

ア活勁が効果的に機能するのには、やっぱりコーディ

ネーター0役割と 9ステムの確立が必要であろう，

しかし、一番亘要な0は習段がら0応'，]をコッコ・ソ

忘めていくこ卜ではないだろうかc できるならば、地

域住民が「半常時からポランティア活勒と 99何か」を

考え、またポランティア体験をしてほしいことだ。そ

れが、いざというときに力を発揮する0だ。

私は、今後も、誰もがポラ 9ティア活動ができるよ

うに、コーディネートをしていきたいと忠っているっ
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（阪神・淡路大筵災か遠したもの）

兵●呉吐会褐1,・協洪会ボラノティアセノタ・・十ギ 馬 場 正一

要災当初

i9995年、今年t9私の記図ょ→百がかかっているn

姦災当初から現状がよく分からない9まに「我武者羅

にやってきた」というのが実惑である。

今年起こったここすべてが、 '’弓tu'，'m のことであ

り、かサれた記憶逍岱品にシミのように残9 ているう

わたし0)l月l7日は、惰呪収柴から始まっに昨午

の11月卜句から，!，の居仕する猪名川町近辺を委糾とす

“手桑地西が発叶してお見て・，きり私，の町だけが揺

れている,,ではないかと鉗党した程だった。

すぐに笞話が不迎となり、恰報Iiぅジオ， 9,9ヒ1

けしか人らなかったc

しばらく白宅芍懐せさるを得なかったが、民ても l.9,9

てもおられず、池元0社恥こ辿絆し、「'Jかすることは
ないかだと呼ねたが、「＇怜にない 1ということで保社

協からの迫洛を待った。

＇按災を受けたとはいえ、何故、梨社協どして迅辿

な対応ができなかったのか？」今から屈えば悔やまれ

る， 9，1えば、阪神間に届住する瑠貝は、屯市が曲~いて

いたのでべ阪府社協に駐在するなと~

1月19日に自主的にl阪神門の昂乱海戦貝ィ，志が●い、

"対策会甜を掛ったが、当H阻社協から速格があり、

翌[l9協命令が Iった しかしながら、翌災当初披災

地に行くことぼ、余袋の発9卜が懸念され、防気を要し

た。私の同燎は、ヘルメットを苓蕊し、氾車に兵り込

んだほとだったc しばらく、 2訪問半以上をかけての

通知が的いた。

私C担当業務1よ、総務部と共同洪金会を兼務してい

たが、しばら（して呟災地叶協〇救援閃辿を両判に行

なう［咲災対策プロジュクト」 0-臣として活動する

こととな-芯

私の担当は、 苔を災対柔プロ 9ニクトl'，中でも“営

究であり、言わ91'‘メ，．ビージを桔たない瓶輝茫9

たこ大阪柏f―卜0i柱協のら佑り受けたパイク (250cc）に

跨り、阪神問の枚災地1.l：屈神戸市内のボラ 9ティア

グループを巡同した。典冬に品となく夜となく、交通

渋滞の中をすり抜けて走り、手足が涼えてしまったが、

目的地に巷き、社協 寒さも
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吹き飛んだ。

一方、状品を咆拭冷:中で―呉社協と Lて何ができ

るか＇」を考えるヨ々が続いに

「弗社兌こして何ができるか？」といえぱ、こ〇峙

点では状況1巳採とそれに対する適切な半l.，（支援）だ

サではないだろうか。

しかし、様々な救授,,ぅンテ 9 了ク一，し9ープと接する

中で、「私に、稚•一人として救助じごいない」「住民か

らもりがとうーときわれていない」ということに対

立ちを党えた。

また、ポラソティアゲループ飼士の会我に出席した

が、辻協として0糾紐で西いているので、―これをやり

ます」など言えず、「痰討します」としか答えられなか>

たことにl貶立たしさを党えたe

1 • 2月に1人ができたことは、「状況把姐lである。

3月に私のできたことは、「惜紺収菜・提供」（「アシ

スト l発行）と l披災地社協0又疫(9荊 {fnゾク支

扱）の麟のため09中鉗」と枝災地社協or門別支釜」
（匝宮市）である。

4 ~ 5 ~ 6月に私0できたことは、 NOO・ポラ 9ティ

アダループとの「連閲」であるc

そ0後、この「速ほl「情報収集」は、ボフンティア

ブォー＇，. ~学生ボランティ了セ,,ー~仮設住毛改

善ボうンテ 9ア江勁に結実していったぐ

被災地外社協プ〇ック支援体9'，の横築

枝災l·上には、＾ l国 0社協からの戦風・ボ"そ •T•

牧資・只．兒金が寄せられたが、県内の社氾は独自に吹

き出しなどの救援活動を行なっていたが、祉柘だって

被災地の力●協支援活動ができてじなか・9如

2 月二句に被災地忙協応援•プラノが提起され、 2ji 

1日・ 8日0姫路市・加却If

加し、初災地：社協へ0lぷ授を肌いたcその結弔、被災

地外il屈 90,9文援'，f99'が描槃され如

一方、淡路局内の社1社では、当切四国四限からの支

援を受けていたが、 3月からは、淡路烏内での社協同

士0支援体器lが構築された3

いずれ0会證にも山席することとなったが、●旨が



理討され、すんなりと支援体制ぷ決定されたc

呉社協殴貝としこ、広域0システムを作る炭0競醐

いを沫わうと井に、広域での活勘0難しさ (t9整◆パ

ランス）を味わった。

「西宮現地宰務所 lと「西宮市童度降害者。商齢

者の生活状況調査」

私は、西宮市社t岱内に設浜された「西宮邸地志務所」

に2月卜句から 3月下句までの約 Lか）［問派遠され、

兵匝県社tをとの述移と復興本部引誂ぎに伴う 9 フ l~ う

9ディ 9グのための栄務9一携わることになったc 当時

＂9「西宮況地宕務所」は、放抜話勃のピークを過ぎて
いたが、包内を 1団る活況であった。

{69中で「現地李窃所」を往括している六阪府社滋

の西々 iま、大変選しく、牛き牛きと江動していたこと

が思い起こされる。

3月15日に引継ぎを完了して、地元四宮由社協と湿

社協・県下夜災地外の社淋が支援に人ることになって

いたが、呉社協の常註は、私と出 I廊さんであり、これ

文で99活迎］が引き継げるかどうか不安でいっばいであ'

たc

「辛い」はのかどうか、 3月下匂・よ学生ボ'"ィ

アの引き l:9碕1阻と哲なり、地元ボランティアの発塊

を行なうことで、河とか切り咳けることかできた。

一方、西宮巾社沼では現地返務所と窃力し、「西戸市

蛍粒l屯否者，耳齢益の生汚伏況湖査」を 31,I上旬9こ裳

施することとなっており、その学柿 9こも兵原柴社協〇

スタノフとして関わることができた。

こ〇甜蛍は、近敲 Lh笥3原の9［協屯生が協力して嗅

施したも03であり、府呉を也えて調査協力体91,1が相め

たことは、特王すべきことでになかろうか。

典社協の担当9i、1.2841牛 1眸壱老 6999斗・両脈渚

箋併）の淵究対象であったが、呉内社協戦呉磁貸極的

な丸力（）日間の廷ぺ5卦街貝数は189名）により、翌初

4 Fl1月の甜西スケジュヽ→レを設定していたが、順痣9こ

進み、たったの 8E問て完了することができた．

この払巣は、成全哀任呑6名の追喋とi9沓‘り U9こ私

0家で合宿するほど〇熱c.Atしよう9:：よる成果といえ

る。また、学生ポランナイ 9'の多大な協力による成果

も大きい。 (3日間の延ぺ痰歪貝数は、 00名）

この寺期の可後、「あいつは、学生（女性に限る）を

占有しているJCいう誠しやかな喘が流れた。その後

も独占したことは言うまでもない。ご協力いただいた

みなさん木当にありがとうございました2

その後も、週別的に学生ポランティアに接近し、そ

の成果として？ • 8 0J 2ヶ月間、保社拉で開設した

l学生ポプンティアセンター・につなが・ン［いくことと

なる。

「西宮現地挙務所」には、多くの「入~ラマ＿叔あ-

た。

社協の可能性と限界

4月には、人宰哭助があり、ボランティ了センター

！こ配画された。私たちの活団」は、これ苫でが「エビコー

ダ」であり、外部から'"'只う ✓ ,,,が泣少している

これからが「本裔／であり、令l協の史価か問われる貯

期ごと屯う。

「復興」は、始まったばかりである。

4JI~6月に掛けて、 NGO.:]•9 9丁ィアグループ

と接する中で、社協の可能性と阪界を実烹した。「これ

乏での社協ではいけない 9・「もっと時代に即応した、

もっと新しい、もっと柔炊な発想〇紐謡が求められて

いる，」ということを実感した，

いみしくも、あるポ 99ティアグルー 9'の代表に再

われに「社協は、゜民＂の革を拙っ fこ••宮＂である」と。

また、住民と按する中で、「祈協呪烈•u疫の低さ」を改

めて実感した。

社協0i取り紐みを説明する垢台、ます、ーから令9沿

0形愈・活助内容•そ 0/也を逐一説明する必要があっ

たc

「社招は、変わらなきゃ＇」と思うか、どう庶わる

べきかは、あなたとの議論を持らたい。

終わりに

「うイフライ 9 lが絶たれ、「ヒューマンライノ」

：人問関源）の必要性炉分かった。「人は、人咤求めて

いる」ことも改めて災ボし芦

板災者と1｛？ンティアの関係9、lする側」―される

側 l0月£直屈考ではなく、一市民としての「助け合い」

「お五い裸」桔神に瓦つく、水平氾考で活曲しなければ、
村

「押し窯け」 a9活動になってしまう，

被災地も恰々に復其して凸てはいるが、 1,りを以—9 て

―後典lな0か、枝災地が冥災以前の犬況に復元するに

は、"仔以上0歳月が必要だと思、うも しかし、心〇侶

は決して術せやしない。私たちにできるここは、でさ災＿

という lマイナス」をいかに「プうスにするか」とい
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うことではなかろうかc

日本には、 lポラノ丁ィア文化」は恨付かないと言わ

ラノティア」について考えてい（年としたい。

阪9h．淡路大翌災により、

ていると屈芯

日本0民主エ筏が試され

れてきた。 d 9 9アイア冗年」 9ょ、「ポランティア＿

がii目を浴び、呂紐した年であると共9こ、本当の―ード

｀
 

--• —~—--------------~--------―― 
救援活動に参加して

加古"匡ヰl会揺H協滋会ボランティアコーアィネーター 水 田 9,1 

はじめに一，---大突災を体験して

追い明けの哨、，'区9)叫び戸で起こされた時、

"音を立て家が大きく茫れてた。あわてて妍〇介9仕

で名ている子供を庄れ山したものの伺もできない。揺

れが納ま 9 た後の暗曲、評寂がとて｛示気味,,,た，

両99の安否を確諾した後、阪「P雹9lを手に近所0井P

部会森に釣1,＿やがて夜がI9け、疋気も使えるよう忙

なり、あらためて家3J中を剖ぺてみる。電灯が落ち、

叩心はがれてい和＇ Hに合が99よ唸れた食器でた0踏

みおもない。テレビで神戸市内叫咋建た方、亨0

里人さを初めて知った。

ガタ

とりあえす壊れた丘答を片づけ出勃。明石市内0日

宅から喋湯までO3近lでも寺の匪や桜l勺93灯祀があち

らこちらで倒れているが、テレピで片た柏戸市内〇様

子に比ぺると平おそのものだ-.た゜職居01后祉会料で

ば、目につく披皆もなく、囮且も＾呉をろっている。

" 99-0テレビではあいかわらす加Pヤ内砂忍半を伝

えてし‘知市でわすか3[99) ，二いう（屯t•さこんなに進う

ものかと考えながら追掌共務につくが、

し9~ ▲ ・ ・。

涵話が通じな

惜報が入ってこない (WhatSha!l I Do?J 

辿II、テレビや1fl固などで阪神地区の悲1多の状品が

仏えられている。被災地吐協の味子が気になるが、呉

下の1肖報が収Igされているほずの原社協との追絡が取

れない。翌災に対して―hピ社がいかに対心するかが決

定されていない 方で、市民がらは救援・支授活動へ

0●加を求めて、 ポランティアセンターヘ0問い合わ

せが殺合［している。

党来、河らか90方法でキャ 9チしたニーズに対し、

そ8)ニーズに見合叶こボラ 9ティアを派逍するとい・3

たフーディ不ート業務の硯念では、混乱状態0乏虻所

や余哀9こよる二次災者に巻き込まれる恐れのある所へ

ポランティ了を派池できる 9ますもなかった n テレごで

治れる近くの溶単に杓し、どこにどんな投功が求めら

れているかの19戟がつかめないのが廿；しかった。

とりあえず市民からの中し出に対し、「救投ホうンティ

ァ 9 て一」を竹成しながら、当而 99 救•戻・方＿援活吋沢

を翰院・認介することか、ポランフで 9 アセンターの役

苗lと考え和救援・支援活9ho苓加希望老9よおおむね

3つの」,,ーンに分かれていた。 ・何が／n／でも9辻地で

店動したい人・辿くへは行けないが＇．，かお了伝いがし

たい人・吾護怠栄辺士理美容渾など導l'’l技術を持っ

た）、、 それぞれに条件は池ったが忠いはひとつだった

この人たちりう気芍ちを現実0 99のにするように思う。

ためにも、 1合も：を英めらくては・・・。

情報を求めて

荒災3日後、加古川市に「I9挺・支駐対策本部'が

設やされた。対策本祁の発表でし之、市内：こ文授の必焚

な被菩9いないとのこと99った。 また、市内に述烈1所と

粒援物裳・希畏か浚1寸窓口が設けられ、勁労会館を

曲難所として彼災された力を受9}人れてはいたが、巾

森図によ吟を務体系が糾まれているため、市民の支援

活勁90蓉潤の場は得られなかった、1

近隣の市町，_協の状況砕説〇裕話を入れたが、

も滑報が入らずl困っている株fで、被災池0")1石市社

どこ

協でさえ、支要活勅念加由し出へ0対応に追われてい

ると 02ことだった。そうしている間にも支援申し出0
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件数は増え続けた。加えて、未処理になっている通常

業務も気になる。

局長が県社協を通じて得た情戟でも細かい状況はつ

かめなかったが、・全国から支援の手が神戸市に向けら

れている中、芦屋市の社協餞能が混乱しているとのこ

とがわかった。

さっそく、芦屋市社協と連絡を取り、祖み込めるだ

けのポリタンクに水を積め、対策本部から医薬品を手

に入れ車を走らせた。神戸の町荘みは予想以上に変貌

していた。 61壊した家匝、 ピル、交通状態の中をたえ

ず走り抜ける緊急車両のサイレン、ヘリコプターの爆

音、公園に張りめぐられた自衛隊のテント...。はじめ

て目にする気の遠くなるような光景だった。途中、県

社協のある県福祉センターに立ち寄ったが、とても情

報発信基地として機能される状態ではないことを知っ

た。

通常なら1時問あまりで行ける距離を4時間かけて

芦駆市にたどり端いた。社協享務所のあった建物は立

入禁止になっており、近くの市民センタ＿奥に仮事務

所が設けられていた。戟しい職日の無事を喜び、

そく現状を聞かせてもらった。すでに、要援護者の安

否確認は民生委員、福祉委員で行われていたものの、

住民からのSOSに対しポランティア数が少なく、充分

に対応できないということから、芦箆市社協で受けた

ポランティアニーズの中で、要援護者のケースについ

て加古川市のポランティアを派遣することにした。

さっ

被災地へのポランティア派遣

28後、芦屋市社協よりポランティア派遣依頼あり。

半壊の一人碁らし老人宅の片づけや、破損した屋根に

防水シートをかけるといった大工仕事が主だったが、

中には避難所での虚弱老人への介助といった内容もあっ

た。さっそく、「救援ポランティア」の中から人選を行

う。

この時点で、「救援ポランティア 1)スト」には、低人、

団体あわせて約400人が登録されていたが、気心の知れ

たふだんからセソターに関係のあるポランティアを優

先した。パスで大勢のポランティアを派遣することも

検討したが、ポランティア移送には交通事情を考え、

ワゴン車と軽トラックで対応することにした。

結局1月末、 2日にわたり16人のポラソティアと職

員を芦屋市の支援活動に派遺したが、 2月上旬に全社

協の慟きかけで、京都府社協を中心とした「芦屋市現

地事務所」が開設され、移動に時間のかかる加古川市

からのポランティア派遺は中止せざるを得なくなった。

また後日、県社協の調整のもと「被災地社協応援プ

ラン」が発表され、東播磨プロックの各社協は芦屋市

の応援にあたった。しかし、駿員の派遺はあったもの

のポランティア派逍にはつながらなかった。

同時期に加古川市総合福祉会館内にも現地苺務所が

設けられ、鷹取中の避甦所（神戸市須磨区）を活動拠

点に西日本の各社協から職貝・ポランティアが集まっ

た。現地にも足を連んだが、多くのポランティアが泊

まり込みで活躍しており、単発的なポランティアを送

り込むような雰囲気ではなかった。ここでは唯一、現

地事務所の要請を受けてパソコン操作のできる青年ポ

ランティアを派遺した。
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市内にも必要だった支援の手

日に日に支援活動の参加希望者が増える中、市内の

いくつかの老人ホームからポランティア依額の連絡を

受けた。被災された高齢者の緊急一時入所が増えたた

め、毎日数人ずつポランティアを派遣してほしいとの

ことだった。市内には8つの老人ホームがあり、その

うち 6園から要請を受けた。ポラソティア依頼の内容

は園によって少し異なったが、リネン交換や洗濯といっ

た仕事が多かった。「救援ポランティアリスト」の中か

ら、主婦層や婦人サークルを中心に呼びかけ、3月末

までという条件付で各園に派遣。支援活動のイメージ

と違った依頼内容に戸惑う人もいたが、哀情を説明す

ると快く受けていただけた。

この頃、市対策本部は勤労会館の避難所を「少年自

然の家」の宿泊棟に移し、 45世帯の生活を受け入れて

いた。今思えば被災地へのポランティア派遺が思うよ

うに行かず、イライラのあまり、ここで被災された方
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か生活していること，,垂大さを忘れかけていたように

思う。次際、ここで生活されている人逹と話してみる

と、いろんな二 9ーズを抱えておられた：「自炊できる設

備が無(、 fSしに菱かい金車をさせてやりたい」「年末

か針放要へいってい¥,l「楽しみが1股く、笑うことも訊

ぃ'，この人速のニーズに少しでも応えていくこと
が、今できる最大の文投活勁とよえ、「救援ポうンティ

ア'’スト」の中から訊耽の理容師、美容神の方に「出

張埋美容サービズを。詞咄ポランティア、栄森t会、

地文油人会、地域ダループ~の方にに「あ 1• だかい夕食

作り」を。市の晩昆にもレク『Jニージョンを担圭して

もら，ンた。

投災された方のナを直接閉き、そ92声をポランティ

アに伝え、みんなの謀毎としてお手伝いいただ<~··裟

災以後、はじめてポラッティ了コーディ,-、 0廿甲

がてきたように忍う。

ボランティアの華と彩

祓災地に駆けつけたポラソティアは190万人とも125

月J、ともいわれている。一休何がこれだけの人を勁か

したのか。苺巳報進される枝災地の悟状とあらゆる分

野で江躍するギ"''ィア（ハ姿に慈9名された方も少な

くないだろう。確かに今回l'99テ9アは大活姐した。

しがし、マスコミが1百らえたポラノテ 9アt9姿は「ポ

ランティアの市」 0部分であり、その影の部分で9」もっ

と混沌とした姿があったことと屯う。

いても立ってもいられす破災地に行-（こが、どこで

何をすればいい63かわからず、そのまま倍って肖たと

いう人。幣屁した後から挫理していくといったサみ木

笥__~ ~--、―•馴今日のこと、忘れへん、

阿しのような物貸の汁分け1乍柴にi下を流し、甜9足して

怜る心「なぜ活動先を紹介してくれないのか」「ボフ

ンティアビ,,ーは1可をしているのか」とい9'た苦I氏

みんなが熙じ忌いを柑っていた。あれだけ大きな岱

災時に百民の固~いをコし・ディネートできなかった悔し

さに残るが、 bぅぢとつ l救民ボぅ 9ティア ‘Jスト」

が手ェに残っ迄君老品休母、栄荘七、芽芙容師、

など0兵『F,J職をはじめ、令巾？：勺なネ，卜を持つ地域団

体や企業、学校、 9可人… eにさまざまな分野0人が登

録されているc 日常のボうンティアコーディネートを

行う中で、 Alオに困ると必ず臣く。当時の然い思いを

滓さないためにもこの「粒援ポランティアリスト"さ

これからもK切に活用ッたい。

緊急時の社協機能の見痘しを

今回の安災で、社協の役苔，jは何だったのか，ポラン

ティアテ年といわれる↓まどポラ 9テ9アは注』された。

しかし、ボラ 9ディ了は社沼の寺売特許ではなく、さ

まざまな憬関や企業においてもポラノティアの芯成や

コーディネートをすすめている。出実、県下や全国的

に社哨のネットを持

ると火9こ効・は的な説きをされている 03が目についた。

地域祝祉推進役の社協｝ここって市内外を問わず、緊こ9

時を俎正した伯報ネットワークづくりと協力休幼の必

娑性を強く感じたc

そして今、あるたに「仮祗住宅へ0対応」という大

きな叫迎を掬え、試行錯誤している。日ノ9復我にむけ

て変貌する披災地の姿の襄には、オ l：協の果たすぺさ役

割が山栢みされているように忍えてならない

ありがとう、 ありかとう

-- '，斑I:ml会1屈視困試会月汀＇！艮 種子美穂

【1月19日の朝］

あの lT·· 突然〇苺まじい謡れにあわてて匂~子のヒに

おおいかぶさった私，すぐさま入れたラジ方から哨こ

えるアナ 9ンサー03声はうわずり、しばらくは手の伏

況が口握できなかったつれ,,戸からは車で 1時間と少し

かかる我が家では49れ以外の被害はなく、 Ii・・~かすごい

車が起きた」と思いっつも昔段と変わらない則を過ご

した。

けれど哨閉と共に判l)」する悲惨な様子にます思った

ことは「西宮はどうなっただろう J裳生時代と 2年
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間の社会人生活を過こした西臼し私の大切な音秤のほ

い山をちり 9ごめた西g：こは人-倍思い人れがある。そ

してたくさんの友人 とりわけ栽反のNF一家のこと

が』こ泥でしらなかった。

［親友N子のこと］

西Sから湘戸0新築マン,ョソヘ41丑gしたのが9作

年の19月，も、I呂の了伝いにも行った私。乳飲み子と 5

岐の如と夫婦、つヤい 3.l後に彼女かぃの速絡が入った，

が、北忌面後の火宰から令からがら逃9Jだしたも 690

マンンョンは全辿近いとの要とりあえすK子の文家

り'ある几I+lへA手りたいとのことで弘は丙Ih中夫拭まで

飛んで1 」~った．．

そこで，↓た尤呂は、い9 もと変わらす令級テパート

59袋をさげた人・遥かそうなっートに身を包んだ）ヽ・

笑紙で談笑する人'ひと'人てい'’'いiC9iこ゚

待ら合わ亡に選んだホテル〇ロビーでは勅かなクラ

シyク音楽が流れ、啜かな室内を半 イ

さんが忙しそうにコーヒーを迎んでいた。（なに~＇どう

なってるの ）まるで狐につつまれた様な思いでN了

たらを1ていていた。そこへどう見ても不似合いな洛好

の一家が現れた p

無手と再会を喜び令い、涙を流して手を取り合う姿

はそ0メおで9わかなり浮いた屈じだった。ふと、 1届りし

めた手に目をやると、 すすで烹く 1られた丁＇点あった，

19を突かれた私ii「どうした0、早く手を洗いに行こ

ぅ」と1足すこ rぇ一つ、どこで水がでる，，？」「＇
こでも山るよ辻「9iんとに 'l 何だか異次元から米

たお客の様だった，

『あのね、 IL裟02日後にね、焼けた私たちのマン

9，ンを文誨で呆然と見ているほをピシ 9とスーツを

若た人がアタ 9シニケヽ”ス愧えて足早9こ歩99て山勃し

ているのりなんだかすこく惨めだったわ…」今もあ〇

サの彼女の言葉が脳点から消えないc

［私達にできることは・・・】

この出釆専で認災がより蛍く、身近に感じられたこ

と9が和ぇまを返せばこのことがなければこんな 9こ

も切実に哀剣9ここ〇苺癒を受け止められただろうか……c

けれど、翌災後0私造の日常にはさほど0変化は見ら

れなかった。もちらん速日の親迫で「何かてきないか、

/0Jが必要か、どう‘ッたら・・Jと0ぁせりと忍いは9杉ら

--ea-

んではいくが、突際には予定通りの行車や業務がこな

され Cいったc

そんな中、あるひと灼の入浴ポうンティアさんが息

をはずまそて申務所に来られた。「居ても \•9 ってもおら

れず1白戸わ0ふ避難所が9っ器から口転上で同ってき乏

した。もう太ももがパンパ 9ですわ（尖）。その中で入

浴の希屯が L 件だ月あったんですが·—•それも痴呆のお

ばあちゃん、た 9 たもヽとりなんですが、 どんなもんで

9，ょう J 

何叩社がjある人でしょう。その9B舌を庇いた私

は心が型9くなり、「行きましょう。たとえひとり'，hて

も再んで下さる 0ならいいじゃないですか， と寸ぐさ

ま答えた。

入浴サーピスには少しばかりの自負をしている我が

社協にはもってこい〇活9カだった。染務9こ？どし降りの

ないように」昭日を送ぴ、ポランティ―fと緊恨のうち

に初めて0被災地入浴へ向かった。緊急ステ y ij-・O 

中祐も可百内でポランティアに出すのは初めてだ」と

言いつつ笞察o方か快く交付してくださったc

［いざ l披災地入浴l

行き先は神戸巾束池l区の釦形小学校．，行く造々での

光忌は、あまりにショッ 9で声にならず、もうこれは

悪夢でしかないと思った，

ハ学校では幸いブー吋即）更衣室が使え、',・くもち C

うど自衛隊の給水車から捕水してもらえた，考えつく

すべての杞咆をして年侮をすすめた¢そしていよいよ

入浴，

l人め，希望された痴呆0)おばあちゃんがお嫁さん

に抱えられてやってきた，が、ご喝嫌命1めでなかなか

手強いり大きな声が山、 Tも山る，無19もない、ただ

でさえ免気のいる人浴をこんなお所で知らない人に問

まれてするんゼもの。枯 杯心を込めて入浴してl月い

た。するとどうだろう、浴穂の中では少しうつらうつ

らとし、終わりには少し笑顔もqていぶ（やっぱり来

てよかっ 9こ ） 

［今日のこと忘れへん】

そのあと同し避雖所の足の不自由なおばあさんが芯

翌しておられるとのこと。益んでをの方を迎えに小学

校の店昔の教室へ行き、背負って迫衣室まで。 2)0む。

入浴後「地•のあと今日が初めて 0お風呂や。こん



なにおおて、もうなんにもする気もなくしたけど、こ

んな9こうれしいことはあらへん。今日のこと忘れへん、

ありがとう、ありがとう」と涙を流して手を握ってこ

られた。この言葉が私たちの励みになった。

の方の介簸者も「このおばあちゃんが入れないのに自

分だけ入るなんて遠慮があって一度も入浴してません。

それにこの人を置いて（銭湯に）行けないし ••••••J と

の言葉に「それじゃどうぞ、どうぞJと（自分で）入っ
3人め．

そしてこ

てもらった。 おまけの

【地域の人も］

もう他に入りたい人はいないのかな・・・と外にいると、

近くに住むおじいちゃんが「うちにいるばあさんを述

れてくるから入れてやってくれんか」 rどうぞどうぞJ、
4人め。

軽い痴呆があるおばあちゃんでしたが、 とっても明

るい。そしてそれよりもっと明るくておしゃぺりなお

じいちゃん。高齢者夫婦だった。「わしもまだ1度もは

いってないが、ちと恥かしいから顔だけ洗ってもらえ

んかな。かゆうて・・・」 rいいですよ。J、5人め。

【車椅子の青年2人のこと］

すると今度は、たまたま通りかかった婦人が、 「これ

なんの車？」『お風呂の車です」「お風呂？ここで？J

「はい、もしよろしければいかがですか？J

庫ぷええねん。うちの子供やけど・・ ・ ・ 9• あかんわ、

ちの子脇害者やもん、無理や」

『いいえ！障雹者の方や寝たきりの方のために今日は

やってきました。どうぞJ

「ほんま？うれしい！家この近くやねん、すぐ連れて

ぅ

くるわ！ ！」

給水をし（これが時間がかかる） 沸かしていると

暉のお母さんが・・・・・・ふっとその後ろを見ると、瓜椅

子にのったとても体格のいい冑年が・・・2人。（ええっ？）

そしてその後ろからまたもう 1台の東椅子にのったお

じいちゃんが ••••Bil くと愕年 2人は19歳と 21歳のいと

こ同志で家も憐岡志。筋ジストロフィーで下半身マヒ

だが底抜けに明るい！ 、そしてこの青年達のおじいちゃ

んも地震のショックで軽い痴呆が出たとのこと、と言

う訳で急に3人追加のgLiが！
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 10時から始めたお風呂が終了したのは、陽もとっぶ

り暮れた夜7時30分・・・

その様子を見ていた炊き出しのおじさん遠が rご苦
労さん、これ残りものやけど食ぺ」とおっきなおにぎ

りと滋かい豚汁をついでくれた。うれしかった、

しかった、汲高に。

おい

【輪が大きくなって】

こうして一人のためにと始めた被災地入浴サービス

は、結局2月11日～4月8日までの筍土曜B休むこと

なく続き、延52回の入浴、参加したポランテ 4アは延

60人にもなった。スクー トは避穀所だけだったのが、

だんだん輪が大きくなり、近隣の在宅霊度緯害者の方

など16人もの対象者へと拡がっていった。この間には

ポランティアネットワークから掘り起こ したり、近隣

の病院からの依額が飛び込んだりと思わぬ展開もあっ

た。

【あるSOS】

そんな中で3月中旬、避難時ヘ一本の電話があった。

r入浴したい、迎えに来てほしい』この人、仮にSさん
とする。 Sさんはsoオで下半身マヒだが震災までは自
宅で、風呂も外出も自立できていた。が、地霙で家は

全壊、道路向こうの姉宅も全壊。時々世話にきてくれ

ていた柿の息子も亡くなり、姉の娘は片足切断の重傷

で入院。（姉は母子家庭〉

現在節のやっている高架下の焼き烏屋の2階に姉と

住んで居る。たったの3笠の間で身動きがとれず全て

の自由が無くなった。精神不安定な姉を置いて避難所

や施設には行けない。姉も息子の仏まつりを避難所で

はしたくない。結局どうしようもなく 2人で生活して

いる。入浴についても偶然知り申し込んだとのこと。
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すく迎えに行さ、 2丁IIふり99お風巳を梨しんで項い

如が、入浴さえ筋決す9しばいいのだろうか~ここで

tl協の木餞発手とは~かりに、今後の対9しも含めて神戸

市社協へとつないていった。（屎ネl協にもこ協力碩いた(

［おわりに］

今回の被災地入浴で心1士り1こことは、 4月で入浴を

終fするにあたり、それまでに各々に必炭であらうと

劣えられが出社サーピスの名報捉供や、地元社協や福

祉乎務9,'との介後の速挽95円滑にい（ようにアドパイ

スした，,、哀際に辿格をこったりし、決して私たちの

入浴だけで終わる苺の細いようにした。

［追伸l
「こ 0 ご録を大切に、またお会いしましょうね」~

この約求を守るぺく、稲沌が黄令邑9こ染まる10月初旬

0秋祭りを楽しんで狛こうとポ 9ンナイアさん速が言l

両し、招待状を止した。留さんのその後も気になって

いたのだが、次々述芯されてくるハガキには、お9l』0

言呉と共に「前向きに涅やかにすごしています」等々

うれしい報告があ吋9C

桔,,溶加占は0人たったが、そり3中0ひとりは哀蛉

者夫婦で地臨によるギノクリ団で夫品ともに内宅で入

浴を利用 Lてもら・9た内0おしいらゃんの）0087歳の

おぽあちゃんはそ0妥師呆がすすみ特苔老）、ホームに

人祈。 90歳のおじいちゃんもl陪病で人l院中だ 9 たが

「どうしても皆さんともう」度お会いしたい」との切な

る希箔団病院から酢可をもらブての参加だ 9如

さわやかな秋辛9こ品く太哉の音に已を粕め、たい焼

きをほまはるおしいちゃんを見た時、なんだか私もす

ご（幸せだ・」たc

阪神淡路大康災0)被災地救援活動に関わって

あのEのこと

1995年（平成9年） L月19日、午前5時16分。

私は、自宅（宍栗郡一宮町）でを床9こついたまま、

深い眠りの中にいた。突然「ゴー」という大きな音と

強ゞヽ揺れで口がさめた。さめやらぬ頭の中で9む「あ—)、

序IEの宙がすりはじめた」という感じであ 9 た（まさ

しく「ゴー」という音は、あ0亙藍根のきが坪9ナて落

ちてくる音9こをつくりだった）。次，，瞬間、部歴の中の

物や窓ガラスが大き（音をたてて「ガタガタ、ガタガ

夕lとなり、べ，ドの下からも強い突き上げる揺れで、

身t•中が持ら上げられる感｀こがした。「あっ、池百だ」

「それも阻当大きな地冥迂l恐怖感が走ったc 思わす、

布巨lを助からかぷり、し＇と採れ 0おさまる0を待っ

た0 時叶を見ると午前 6時前。そ0あと私は「おーい

大丈夫か、ストープの火は哨せよ」―余哀がすぐくるぞー」

とl特To要や子供たらに言った。この朝もいつもとl口

頃、妾や息子迷（中学生1年、小学校5年）は、 6碍

80分に起きて、長刃は野球礼l泣'"朝練習9こ参加するた

宍粟郡一宮1j9l谷 山本正幸

めに、次男は毎割ジョギングをしており、すでに糊食

をとっていたり

揺れがおさまり、箆原はどこかと思い、テンビのス

ィ，子を入れた。 NHKも1且の局も l午前5珪4記）。近

点地方で大きな地翌があり 9した。空硯など詳しいこ

とは到在衷沓中。」という沢遵であった，私は、「こと）

地裂は山飩断忌が袋源にちがいない。こんな大きな謡

れはまれで、哀源は近い」と思ったc そのうら、子レ

ビでは、 91戸市、淡路烏が姦飢！で、相当大きな瑶れで

ぁ，たことを伝えはじめたc （私〇町では浪度4程躾か）

それ以後は、テレビに釘づけ。午前「峙すぎ。 NHK

珀戸放送局叫肘え10J9｝カメラがとらえた地猥直後の映

像が流れた。その揺れの大きさ 9こ「これはすごい謡れ

だ」と感じ、神戸Tl]や期た油にいる妹や親賊、県仁協

峨貝のみんなは大丈夫だるうか、何か既い予惑が取を

よぎり、雹話をとったが、すで 9こ電話9かかからなか，

た，

＇「愉 8時。不安がつのる中、被各の状況は大きくな

-S<'― 



る一J」であった，，そして阪神窃速迫蹄aヽ 染江付近で函

架祖が1釦伯lしになっている映像を見て、「これ9幻大没な

ことになった＿と思うと同待9こ、「忙しくなるかもしれ

ない」という思いか脳変をかすめた。

出勁すると社記写務所では、地ま0話でもちき iうで

あったシ幸い役名からもゼ民からも破告 はなく、

ーを町内は大丈火ということであった。 しかし、神戸

市や淡路烏では大変な状況で他の賎貝も朝からテレど

に岳「づけになっていた。

午筋10時頃。今胡の地云がぢ平成 9斗兵●呉南部地

冥 lと合名され、社協では、窓口 9こl百宦災苔悛全の姿

金箱」を..し、玄関9こは「被災名〇咎桜にお同舜い

中しヒげます。惑災我桜金を受付まず，」という吾枚を

設世したc

以後、テレピ9よ●災製迫一色。そして死名は増クる

一方で、救悛活盈ぷ々も話に出たが現地まで行く手段

もなく、不安'，9hで、こ 59 日は一 l1 仕享 9ごならなか—,

たc

社協マンとしてのジレンマ

1組者が広がる中で、私は点礼協頌濶貝や肉銀、親戚、

罰｝、の守否を気屯っ9心打内の住尺からti 「}r /r 

でccさんがなくな--9こらしい」とか、「OOさんが氷
や食在をもって神戸叶デヘ行・」た」などいろんな情報が

とびかっていた。

午後 6時。公衆迄話で某社椒福祉祁の蔽井氏と洪絡

がとれた。藤井夭は自宅9こいて』l1平と0こと。彼は朝

から汽勅できず、ずーと自宅にいたらしい。彼の家は、

神戸市0北にあり、被宮はなかったようだ。救婆活動

をするi9しても何から9咤 ていいかわからないし、

呉社囁印拷所（呉加祉ヤンター)が1出えるかどうかも

確赳できない状況であった。とりあえず、紐U連格を

とり、今後の対応を考えようと 0Jことで念活をきった。

社協喘目として＇可ができるのか社臥としてどんな

活劫が可能か。 19uo夜から切l；こ〇ことで頼がいっ

ぱいだった，避難所での窮届な生活をしている人、寒

さの中で予ント井活を余係なくされている人、悴菩者

は、お年窃りは、ねた,,,o万 9よ、老人ホームでiこど
うなのだらうか、また、阪神間 9)．ふ安い社協職呉の傾

が浮かび、思わず「大変だろうな：という言葉がでた

心を党えている。「巨

ていてよいのか9という気持ちになり、夜もあまり眠

れなかったc 伴函や浙水などいわゆるライフラインが
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断たれた今、どんな活勁が可詫なのか。火災も相当発

生しているらしい，でも、叫地には行9}ない。一人行っ

たここらでどんなことがでさる，，かC ジレン-,tっR

る9ずかりである。そ Lてテレピは、行政の対応Q9遅れ

を日々 9旨掠しでおり、やるせない思いが頭をよきる鉦

日であった。

翌々 Fl、果社協01河氏や小林曳守弐等とも理絡が

とれた。幸い、他0喘貞もみんな無●であったとの我

告を受け、 99ー以 L応明石市にいる妹や神戸Tho担

戚刈9車との連絡もあり、あわせて安心したものだったc

某社協卓務所は、被菩り埓t•大でそのままでは没弔さ

きず、点検も必要で玉''"りヽヽセ,,ーに仮李務所が

西かれた。そして、 9月25日、限をl体と迫絡がとれ、

故悛活g泣 9ごじ云 9 9こc

救援活劾のはじまり

ー店町9勺では、災吉救毘木部が段虚され、当祐 9二毛

布築め、水を現地に届けること、そして、おこざりの

炊き出しなど、行政を合め、総代会やK予入会、円亦殷

係の救援元勁が桜間され・ごいた。 もちろん、淡路局C)

姉妹町である淫名郡ー名宮djへは、いち早く見舞品など

が届けられ 役「日活愈への救蜀）かどが行なわわか:

社協では、説汲企＂受＇寸や救扱ポうンティアの受付

なと可能なところから勁いていこうという立場でへ氾

西」を桜索することになったc

そして、更体的な現地支援活勁09依類かあったのは

l)う25日。生活福祉臼金9J小□登付け0被災地社協ヘ
の業務支援活勁であーた。宍栗郡内の各町から 1名ず

っ、 29白3日';予定で現地入りしてほしいとの依頼で

あった。

私は、 99日からhll助奉業の祁告で東京の全社阻へ出

油する予定があり、揺路京部から西宮市吋協へ入れば

都合がいいという考えで、 1局長に支援活勁答加を中し

出た◇とにかく現地を歩き、被災状況をこの目で見て、

今後の救援話動を計頃することが必●であると考えた

からである。そして、 l月29LI早朝止稔。東京へは、

紐烙から柑口諒で和印山へ、そして堵知山線経由で大

阪へ。いつもの 3倍の時間をかけて0大阪咎であったc

途中、 JR宝塚駅付近0徴災状0Lをみて、あらためて

扱宅 そして新大阪から

東哀へ◇翌3位 9には享例枕告をすまして、すぐ京都へ

とって逗し、大学 9均代の友人兄~で—-9［］し、 31日に西宮

入りした。



西宮市社協に著いて、震災の規模の大きさに驚き、

これからどうなることかと感じた。そして何よりも食

亭やトイレなどの生活事情が悪く、寒さとのたたかい

も手伝って、被災者がいらだっているのを感じた。生

活福祉金の貸付けでも、受付窓口でのトラブルも多々

あり、暴力や暴言などざらであった。

この貸付け業務の支援には、私は西宮市と神戸市兵

廊区に関わったが、どちらでも担当の社協唸員や行政

職員のひたむきな活動に心をうたれた。しかし、 もっ

と事前の関整や貸付制度の内容、ケースによる違い、

決定の有無など統一したマニュアルがほしかった。こ

れは、被災地外から支援に参加した職員ならだれもが

そう思ったにちがいない。緊急なことで、どうにもな

らなかったといえばそうであるが、なんとかならなかっ

たかと思う。また、生活資金貸付けが義援金支給より

先行したことは、問題があったように思う。

さらに、県外からの都道府県社協の戦員が多数支援

活動に参加していたが、地元の兵庫県下の社協叡員の

支援が少なかったように思う。被災地支援で担当地域

制をひいたのは、この後であるが事前にもっと連携が

とれなかったのか。今考えると残念に思う。これには、

調整役になれるキーマンが必要だが、今回の震災の救

援活動で非被災地社協間の連携が早い時期から機能し

ていれば、もっと効率のよい救援活動ができたのでは

ないかと思う。

被災地での入浴サーピス活動から

私が生活福祉資金の貸付け業務支援から帰ると、社

協では、被災地の病院との連携で、社協の入浴専用立

とヘルパーやポランティアを現地に派遣しての入浴サー

ピスの準備ができていた。これは、一宮町の町議が被

災地の市会議員との連携で実現したものであるが、地

元の町議からの要請で、社協が動くことになったわけ

である。実施は 2 月 4 日からで、以後、 毎土 • 8曜日

ごとに長田区の神戸医療生協 「板宿病院Jへ入浴単と
ヘルパーやポランティアを派遣し、 5日間でのペ77人

の入浴サーピスを実施。職員やポランティアの派遣数

はのぺ29人に及んだ。

はずかしい話だが、被災地でこれほど入浴サーピス

が待たれているとは思いもよらなかった。霞災当初に

は入浴ニーズは出ていなかったら しいが、避難所生活

が長期になると入浴ニーズが出てきたようである。し

かも、震災前までは、元気に過ごしておられた高齢者

が、震災のシ•ックと慣れない避難所生活で自立した

生活ができなくなり、ねたきりになるケースや介助な

しでは歩行できないケースなどが出てきたようである。

震災後30日を過ぎた時点で、入浴サーピスが必要になっ

たのはその点からもわかる。今回のサーピスがうまく

いったのは、SOSを発した病院側と入浴軍による入浴

サービスが実施可能という社協とのコーディネートが

うまくいったことである。このキーバーソンが対策本

部とか県レベルの機関でなかったところに今回の救援

活動の特徴があり、ここでもポランティアが大いに活

躍したわけである。

私たちが実施した入浴サーピスが経験として広がり、

その後、全県的に社協の入浴車が被災地へ動員され、

多くの入浴ニーズが解決したことはよかったと思う。

社協活動が先駆的でニーズに即した活動を展開すると

いう点が強調されるが、この被災地での入浴サーピス

もその一端であると感じた。

また、入浴車が入浴ニーズを解決するという点では、

こんな経験もある。実は、私が病院の外で入浴mのオ
ペレーターをしていた時、近所の主婦が、あまったお

湯を捨てているのを見て、もったいないというのであ

る。それもそのはずで、その時期では、水道は復1日し

てもガスの復旧が遅れており、自宅の風呂での入浴は

不可能であった。私は、親切心で「夕方4時にはこの

サービスが終わるので、片付ける前に、 50度にしたお

湯をお宅の浴槽に入れますよ」という約束をした。実

際にその家の浴槽にお湯を入れ、奥さんはじめ家族み

んなから大変喜ばれ、私自身もうれしくなったことを

覚えている。自力では風呂に入れない方を援助してお

風呂に入れるのがこのサービスだが、風呂が使えない

家のニーズ解決に一役かったのは初めてで、入浴軍の

機能が別の意味で生きたという経験でもある。
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長田区での炊き出し活動から

幻lF旬には、救桜活剥も一息つけた恐であったが、

彼災地・ゞい ンティ •9 から、「炊き出しはまだ 9

た必要や，「避薙所ではつ9らたいお弁当ばかりでこまっ

ておられる」との消雑が社協9こ9よいった。そこで、私

は、コ～ディネーターとも相設し、毎涸定碕定点で炊

き出しができねいかと考え、給全サ・・ピスポランディ

アや坪人会の役展さん9ここ0話を持ち山した．；協敬の

結良、こ9竺和屯1木化し、 3月から毎迫水曜日に長m
区内で炊さ月しを行なうことにな・3た。（このコーディ

ネートとも地元03町我と被災地の巾涵がタイ了 ・9プ(,

て実現l．に）

炊き出しの9,99ヽ ゥは、準貯も含め、これまで句回

とな（実沌してきた•"'ディアから問いて学餅をし

た"'ず、（主民に材Rlの捉供をよびかり、予想以 te)

ものが北ま→た。米はコンと力＂、野菜は大 1足、白菜、

ネギなど、そして番梨や味噌など、・9A0有浪故送で呼

びかけたところ、 2 ~ 3日でO9ぺl53人4団体がら臣
犀ー•杯0物脊01集まった． 9よつきりいってこれ以上 9i

処坦できないというくらい築まり、うれしい悲嗚であっ

た。

また、炊き止Lのポランティ了も予俎以上9こ棠まり、

準竹活勁と現地派遠9こ分けてもまだ余るくらいであっ

た．こんね庄弓ンティ •9 エネルギーは、とこにあった

のかとあらためてぴっくりした次弟である2

炊きt[l．に必似な器外（人製炊飯料や人鍋） も苦定

銀行て＇この際賠人し、本当にあらゆる知忠と力を活月

した。水は、現地・＇も消報幻 9し、山ていないようで

あれば、 l「9C9バ迫串裳所で2 9• 90タンタを用念Lて

もらったむ（これも今回ず布に活用されたも Lりの••つで

あり、社招以外でも多くのダループが炊さ出しを行い、

そのお度このタンクを活用したようで在る。ネl枯いも

般災地で03^ 伶ザ・ピスに活用した）

そ0桔果、 3)ll Llの長出区二葉小学校を皮切りに、

志虫池小学校、要野合為校、西；t中学校の各避9l所^
毎遠水哩Llの夕食の炊き出しを行なった，メニ A ーも

おでんや八宝菜などめずらしいものを考え、 d9べ5，顕

食，関わ9たず 99ティア108名という1人沢であ 9た。

私は笑務の関係で、 4回0うち l凹しか狽地には出向

かなかったが、毎週水喀日は夜10ザさ頃まで忠務朗でポ

ランナイアの荒りを待った，パス0音がして外に出て、

一人一人に「お屑りなさい。ご苦労さまでし如」と声

をかけると 」か，，たよー，ょうよろこんでもらえた

松」と、どの方からも笑釘9で滋足したことばか返って

さた。準慌した者として痰れが吹き飛ぶ瞬間であった◇

参加されたギランティアのみなさんには、救要活勁

への念加と国吋9こ被災地〇状況と1）1史を見てはしいと

いうことも一次的にはあったわけで、今回の活勁 9ふ

その怠眈で大きな意茂があった、と思，，ている，

さらに、炊き山し0前U9こ9之、各マスコミ 9こ「姦災

救艮怜柑」として炊き出し0内容や場所をFんく合命し

芦これは、披災地のみなさんへの恰親槌供として行

なったも 03であり、取り上げてくれるI［問も何紙かあっ

た。これが地元では9-l協厄勁を知らせるよい提会 9こ，0ム 9

たわけで、亡民からは一社溢はようかんは＇← 9こるな」

という庄も問かれ、こういう点でもマスコミを活用す

る人切さを学んだ。

また、町内のボランティマ活勁の振興にも大いに妥

立ったものと罹信している。さらに炊き出しなどの活

勤で、いろんなノウハウが屯靖5できた，これを今後の

根礼活勁に役立てたいと思 9 ていが現に l'，入した炊

さ出し稔iイは、そ0後い，,んなイペ 9 卜c,,;用されて
いる。

おわりに

よく君われていることであるが、今回立9裟災で矢っ

たも d9は計り知れない。しかし、 i号たものも多くあり、

むし名非被災地〇私たちの七協では、ポラ 9` ティア活

勁を含め、支えあいR心の大切さや多（のポランティ

了の心窓気など、あらためて知るここができたa 、とく

に、住瓦0みなさんに社滋江●そ 03ものを知っていた

だくいい様会になったと厄ってい和こ〇）と力月叫0

救疫茫動は、私の社泣マンcしての歩み29中で、もーa
とも大きな、そしてもっとも怠咬ある活動としていっ

までも心の中に残るだろう。

荻後に今同の）浪災で亡くなられた方々のご冥福と

l交災者の沖様にお見舞いを申し」こげ、披災地0一日も

早い全百役囲をお祈りし、り11い私の経験談こしたい，」

(L995年10月）
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宍粟郡一宮町社協での衷災救援活勧のまとめ
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・農災救援ポランティア迂鯰者 99名的l体湘l人会など大き心団体も含む）
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> 大震災の支援から忌うこと
しグ

~ ~~一 竹野町社会褐社協盆会事務局長

--~•一

吉谷紀之

この 1月"日の未明、突き上げるような激しい揺れ

を感じて目が党めた0 テレ 99の祝造で、談路近くの瀬

方内が烹糾たとい芦テしービ局"0股訊した保"'カtしし

出されたが、状況はよく分からないという。余裟力潅

く中、「どこか大変なことになっていないだろうか」と

いう不安かよきった。

夜が明けて、テレピで三宮の様子が科追され、「大変

なことが起きていろ」ということがようやくう）かった。

屯勁してきた芍貝の中には、＿’京阪神9ごいる身内や親阪

に屯話がつながらない。ーと心紀している人もいた。

とりあえず呉社協へ状紀把握のため孟謡をするが、

何度屯話してもつなぷらない。「ひょっとすると・9・」と

思っ応しだいに咀らかになる被宅状況9こ苛夕ちを慇

じながら、心の外9まらない ・Uたった。 1こんな中で、

私逹9こ出来ることは何だろうか」ということが勺一日

中、頑0中を威；虹も(‘った。そういう中で夕刻、と，'

あえずl『内数か所に救誤0ための英全箱を股世するこ

とにした。

翌日も翌々 Uも賦社協へ雹話がつながらない。ょう

やく一宮町社協0i山本氏から「昂社協は被客があり、

出勁できていないようだ」という悼令0を待ふまた、

「保社：協〇磁且9こば、亡くなった人はいないようだ」と

いうことも問いてか＇とした n

封々 l」から町をあげて各世帯に禅金の呼びかけと救

援物登の特ち寄りが始まり、町社協も呼応してポラ S

ァイアを某めた，炊さ山しや1例色の堅遅が、役場と社

協喘呉、忙民の子によって行われた。人Tか足りない

ということで、ポランチィアヘ電話を掛けまくった。

「こんな大裟なときに、じっとしておれない」と駆99つ

i9たポラ 9テ"もた（さんいたし、 1何かできること

があるなら」と取1也行きの音録をしにさた）心をも河人

かいた。町社協も支擬ポランティアの登録を呼びかけ

ることにし、街訊9こ百板を9.9て、仝戸にチうシを配布

した。しかし、どこに、 j,Jをしに行けばよいかがつか

めないため、柴社協へ「支援の用芯があるので、でき

ることを教えてほしい9と追絡した。 L週肥後、 hi根

のシヽ・直日に大工さんが廿4かけにが、大半は中し出

に応えられない9まとなった。あとで分かったことか

が、泥乱の中で、果七協がコーデ 9 ネート悛能を十分

に果たすとし＼心 し、そう

いう中で何とかコ-→ディネ~ートしてもら 9 た努）J に忙

謝したらしかし、せ~っかく登録したポランティアむ

阻往9こ浜えなかったことは、いつまでも辛かった。

祓災地0大変さを迅いながらも、支誤活勁が十9,)で

きないことに苛立ちを感じていたところへ、保社協か

ら彼災者への生渚19岨盗金件91資付け袋務への応後糾

渚があも、 2 月 2 ヨから西~点市へ職呉を派溢すること

になった。また、 aJ1」日には姫路市で「彼災地社迅
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支援会議1が開催され、それを受けて「救援緊急プロシ

ク会議」が豊岡市で開かれ、各市町社協をあげて支援

態勢を組むことになり、翌日から宝塚市への職員派迅

が始まった。

2月中旬には、東社協からの要請で、芦塁市の在宅

製たきりの人逹への入浴サービスを行うことになり、

私も初めて現地入りをするとこになった。当日、クン

ク軍に水を涵戟し、入浴車とともに朝3時に出発。 雹

と渋滞で現地入りしたのは10時をかなりまわっていた。

初めてみる被災地の様子は大変なものがあり、被名の

大きさがヒシヒシと伝わってきた。

入浴に出向いた先は4世帯。県外の社協から派遥さ

れた職貝が、住宅地図を頼りに案内してくれた。入浴

を行っている間に次の訪問先を捜しに走るなど、その

一生懸命な姿に心を打たれた。

「霰災後、初めてお風呂に入れてあげられる」と、

どの家族も大喜びで迎えてくださったが、その家族も

まだ1度も入浴していないということだった。「家族の

ために、もう一杯の湯を沸かしてあげたい」と心から

思ったが、時間の関係で次の訪問先へ急がざるを得な

かった。

感激して泣いて別れを惜しんで下さった寝たきりの

ご主人。窓思表示の出来ないお母さんを介護しながら、

住む家のなくなった知人を受け入れておられた公団住

宅住まいの介護者。この家は4階まで必死の思いでホー

スをつないで、やっと入浴してもらうことができ、私

達は感激した。いろいろ話す中で、但屈に縁のある人 ・

もいらっしゃった。

初めての訪問を心から待っておられ、知己の間柄の

ような気持ちで受入れをしてもらったことは、婚しい

ことだった。しかも被災した介緩家庭1ことっては、ガ

スが止まり、水が出ないことは、かなり厳しい現実で

あるはずなのに、私巡が接する限りでは、どの介腹者

もしっかりとして明るかった。「こわれていても、私違

にはまだ家がある」と話された言葉に、めげずにがん

ばっていこうという強い窓志を感じて、＊ッと救われ

る思いがした。それは、永年の大変な介護の中で培わ

れた人間の強さによるものなのかもしれないと思った。

終わったのは夕方6時。緊張が解けて、少しでも役に

立つことができたという充実感と快い疲れが出てきた。

その後、他の戦貝が神戸にも訪問入浴に行ったが、

この経験よって、私遠は地域福祉を追める上での得が

たい教訓を得ることができたと思う。その第1は、たっ

た1日でも被災地の厳しい状況や生活に直接触れるこ

とができ、被災した人遠との生活を共有できたことで

ある。それは私遠にとって大きな喜びであり、支えと

なった。また、人と人との深いつながりは面識のある

なしを超えてできていくものであるということを、改

めて実感することができた。

第2は、人は極限状態にあっても、自らの生活を確

立し、しっかり方向を見定めてさえいれば、多少時間

はかかっても地に足をつけて困慧を切り開いていける

ものであるという人間の強さを、被災地の介護家庭の

人達の生活から誼信できたことである。それが 「極限

状態1こ坦没しない薙さ、明るさ、冷静さ」となって狽

れているのではないかと思った。

一般的には、どの家庭の介護生活も、いくつもの危

機的な状況を乗り越え、精神的な喜藤を繰り返しなが

ら、しだいに安定的に確立されていくものであると思

う。それは極限状態という観点から捉えれば、被災者

の生活と似ているところがある。これは、これからの

在宅福祉を進める上での基本的な考え方を固めていく

上で大変示唆に富んだものであり、多少理屈っぼく営

えば、当事者や介護家庭の自立とは何か、またそれを

支援するということはどういうことなのか、そのため

の社会サービスをどのように効果的に組み立てていけ

ばよいのか、といったことへの問題提起でもあると思っ

た。

しかし、危機音理サーピスの組み立ての上で、我々

地域福祉の立場で考えなければならないいろんな問題

点もあったと思う。

一つには、被災者の隠かれている立場や支援に必要

な情判が、なかなか適確に得られなかったことである。

大勢の人達が被災地に畷けつけたいと思い、心を砕き

ながらも、どう動いてよいかが分からなった。これは

支援する側からすると致命的なことであった。交通や
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追信網が壊滅伏態：こなったことも大きく影笞した。そ

のためにどうするが一その一つとして、住民の生

活状況の把掠を含めた福祉ナイドで0滸報収渠と示統

な発信万法の確立が、緊こ9時への対応の大きな甜●に

なるように思う。そして、交涌や医療、その他の車門

機閃との描柘的な愕莉交換とぷうンティアを含めたり8

広い柔軟な支授体制づくりが、今後求められてくると

思う。

もう一つ、危扱を乗り切 •9 ていくために必数なこと

に、祖祉コミュニテ'をl内域に深く根付かせていくと

いう認，•があると思公今同、大約のポラノチィアが

厄撥的な吠況を克l}せするために活屈したが、枝災注民

の生活や地域に深くかかわってパックア yプしていく

上では限界かあったと思う。それはやむを1号ないこと

だったとは忌うか、しかし、屁れたところでSOSを発

信できないまま苦しんでいた忘餘者や9ヽ9ディキャッ

9を樗った人逹、病気も在宅03人速がいたことも、あ

とでいろいら分かュてきてい恥それを解決する土台

になる0は、住民のTによる温がい福祉コミメニティ

が、翌かに地域9こ団づいているかどうかであり、その

ことの竹無によってサーヒスがうまく入れるかとうか

が決まってくるように屯うからである＾それ"-什民

が自ら立ち上がって丘機を乗り越えてい（ことにおい

ても、サーピスを適切9こ拒供していくことにおいても、

あるいは仮設作宅のような寄り合いの地域に新たにコ

ミュニティを染いていく堵合にも、大きな力となるの

ではなかろうかと思う C とくに、西齢者や陣吉者が喝

然多くなるI反殺住宅地域にt9祉コミュニ，．ィが欠けて

いるとするなら、入変深刻な状況をもたらすだろうと

忠う。取逹社協マンは、そ0(とを念取におき、披災

地の特別な状況としてではなく、我々の地域の問題と

して取り絣んでいく必要かあるのではなかろうか。

また、タテ割り0仕組みが、救援体制の雑み39てに

大きな妨げとなったことを反省点としてあけておさた

い。お互いのセクトを排し、もっと祁｝」的に、もっと

早(Hの前の住民のニーズに沿って、お互いに力を合

わせて対応できていたら、より早く迫確な支授体制が

紐めていた0)ではないかと残念でならない。そのため

の文挺1，用」0;糾み立て0遅れと住民や関係者0苛立ち

は、放災地の陸所で実惑することができた。タテ吾1り

の什餌みは、行政のみならす幅祉1111本や住民糾織、コ

ミュニティの場でも見られるが、それを取り除くため

に、総合的、包括的な視点から止掛けをし、育て上．げ、

まとめていく懐枇がとこか9こ要ふ地域理祉0立渇か

ら考えるなら、社協03役行，lりが大きい 03ではないだろ

うか，そ0ために私逹は、当寧者や住民09且謡にも、

あるいは椙祉、佐峨団、医思なと必9可門集団との速批9こ

も、叩91冠囲を超えて、仕平をお五いに脊且み合わせな

がら槻龍を．めてい（という、総合1砂視点からの仕

•0仕ムを弘げていかなければならないと思う。

阪拍・渋路大箆災は、私迂理祉関係者においても大

きな試辣と毅誹l0店となったが～芍災籾期に名抽がら

大勢のポランティアが駆け付け、最大の危機を漿り越

えることができたことは、目を見張る惑激的なできこ

とであった。

現召；、仮殺住宅に住む人逹の生活と自立0ための支

援が大きな課器になっているが、生活せ9基盤が根こそ

き覆り、不自由と不安93中で生活されている人逹＇こ

とを思うとき、その斧みを感じながら、私逹でできる

支投を拡げて行かねはなら「ょいと思う，

i
 

救援活動のコーディネート

春日99]吐会福祉匝溶会ボランディアゴーディネーター ● 村 ひろ子

t 春日町の現況について

春日町は、神戸から臼弱J車で L時間半ほどの距91に

あり茄綱l呈勁車遥のインターが追ぶIささな田舎町であ

る。平成 1年9月未日現在で、人口は 13,346人、世帯

数s,,oo人、ねたきり老人19人、 90歳以＿Loひとりば
らし老人は181人と毎平9!'」の唄向にある。

ボうンティアセンター登録者数は、ボランティ了速

絡協壌会を中心に中筍生と企哭ポうンティア、個人を
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含めてのぺ1,110人である。この中には、震災救援ポラ

ンティアとして被災地での活動に参加した260人余の

人たちがいる。

阪神と丹波の距離は遠いが、最近ではマイカーやJR

で通動する人たちも増えている。息子や娘、友人、親

戚などの近しいひとたちが阪神間に住んでいる。地震

による被害状況は皆無ではなく、食器が壊れる、プロッ

ク塀が崩れる、屋根瓦が崩れるなどの小さな被害はあっ

た。衷災後は、 100世帯余りが町内の親類縁者のところ

へ身を寄せていた。

した。おにぎりポランティアも募集をして19日には、

社協職員とデイサービスの喘員、ポランティアの有志

で急ぎ300食のおにぎりが出来上がった。その日の内

に町職貝によって芦屋市へ救援物資や飲料水と共に届

けられた。

社協では3月ごろまで救援物資の搬入、仕分け、義

援金の受付、おにぎりポランティアの募集、救援ポラ

ンティアの登録、派遺などの忙しい業務が税けられて

いた。

3
 2. 地震と救援活動の開始

今までにない控い揺れで目覚め兵庫県の南部に激震

があったことをTVで知った。社協戦員は、いつもよ

りみんなが少し早く出勤をしていた。被災地のひとた

ちには今から思うと悪いようだが、実際私達に情戟と

して入ってくるのは同じ場面のTV映像でしかなく時

間を経過するに従って増え続ける被啓状況ではじめて

その被笞の大きさを知った。ガス、水道、霞気、電話

線が寸断され、追路が渋滞している状況も判明した。

仕車を阻いてでも今すぐ現地へ行って何か出来ること

をしなければという思いが頭の中でぐるぐる回ってい

た。

夜には兵廊県聴党綽害者協会の総務部長で理事を努

めているK氏が震災の中を三田市から手話の講師に来

て下さった。聴覚隙客者の方たちには字洛つきのTV

がほとんどないため惜報が伝わらず困られた現状や視

覚障菩者の方たちも頭の中にあった街が震災で無くなっ

たので不自由だったことを後で知った。

社協の破災地への支援活動は、 18日から始まった。

春日町Ii芦屋市を支援することがこの日の町長会で決

まった。早速、救援物資、議援金の受付を共同募金会

を通じて開始することを決めて新聞折り込みの手配を

震災救援時のコーディネート

まず兵賑県ポラソテ 4アセンターから兵庫県南部地

震の被災地におけるポランティア募集があったので、

早速救援ポランティアの登録を始めた。被災地に行く

ことができる男性のポランティアから始まり、次々に

グルーブや固人、ポランティア連絡協議会の会貝と8

を増すごとにその数が膨れ上がっていった。おそらく

TVを通じて 「何か自分できることは・・・・・・何かをしな

くては」という思いに誰もがかられたのだろう。

1月23日から248ごろようやくこの人々の熱い思い

をコーディネートする機会がめぐってきた。宝塚市の

災害対策本部でコーディネークーとして日夜救援活勁

を行っているMさんと連絡がとれた。「大変でしたね、

ポうンティアさんは足りてる？」「いいえ足りなくて、

忙しい。」「春日からポランティアさん連れていこうか？」

「明日でも来てほしい何人でもいいから」

早速に春日町ポランティア連絡協議会の会長に話を

して、代表者に呼びかけた。昨年の夏から参加してい

る企業ポランティア2社も若い社貝を送り出して下さ

り、全員で59人が2~3日ほど集まった。みんなが手

弁当で、 25日の早朝、宝塚市役所へ出向いて行った。

救援活動の内容は、山積みされている物資を辺魏所の

収容人数分づつ トラックに積み込む作業や、全国から

迎び込まれる物資をtt分けする作業などだった。寒風

の中を市役所から宝塚駅までさわやかな汗をかいて帰

途についた。その足取りは軽く、今も想い出に残って

いる。以後は救援活動は氷上郡で組織化して行うこと

になっていた。

次にコーディネートしたのは郡社協からの依頓のあっ

た活動で、要請先は神戸市社協、避難所へのポランティ

ア派遣だった。業務終了後だったが救援登録をしてい

る町会議貝2名と、郡社協事務局と私の4人でまず避

慧所へ行く事になった。場所は、神戸市中央区にある
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”立竺老人いこいの家ふ l月28円にはじめて加戸に足

を閉み入れ、 テソト生活の人たち、全堵した家など抜

ここでは手務ポ 9ンティアて 1菩の大きさに登いた。

円暖房もない宰務所匹5話釜をしていたっ人々の頃に

は笑沼99かな（、寒さと余柔が大る心配から心のゆとり

さえないように惑どた。戎瑾1所 9),Jーダーが伍度もPj

度も，，ーズ渕合ばかり来る人たちに悠りをぷちまけ、

却雰嘩となる•一苔もあったが、公葱の避鉗所ではなかっ

たので対応枢大t祉9こ丑れたようた。
この近難所を9k」.9じポラノティ了速終協深会が支揆

して行く平になり、郡l人96町が毎円 4人程OFーテー

ションを糾み、吻白の仕が1、手1各、炊き出しや入浴

サーピス等を行なった。この社薙所は 1月28Flから 3

月木日まで支19活動を続けていった。
展1:i：ほから若括巾の入心 ，1~ ーピスの要i行があ・ンた 8)

,;, 砂l23日ごろでまだ浬終学19も惑く、水も確保で

きないのでこちらから水、移勁入浴車、入浴スク"

6名、パスタオル等を一杯栢んで現地へ派遥した。中

には lヶ月もお司品に入 9 ていない幼児もおり、大変

に再んでもらった。入浴サーピスは、 3回梨地へ派竺

した。

こ03i也9sも、西宮市で0澗査や、 NGOや行政殺閲か

らの依求J況炊9出しなど様々なケ-スの救援ポランティ

アをコーディネートしてきた。酒接現地へはわけなく

ても、地元で炊き出しのドごしらえに数多くの人述が

手伝 9 てくださった。ある人は自分が行（代わりにと

行ってプつ 9ゞ 1 を氣料で捉供して~トさった， 芽や野菜

や米も届いた。尼波名物猪肉を数 lkg提供して下さる

人があって、 9またん図村の炊き出しを行った。「ばたんら1

は生まれて初めて食べる。おいしいですねlと大好許。

大飛でゴトゴト煮込む昧はボ別に笑味しい。

兵ばポ"ティア檎会からは、．＂ GOから 0)依低で

i.200食0炊き出しを 3団体に依頼しようと挫している

が~…~と遥括があ 9 た。もう梁務も終わりかけた頃だっ

た。らょうどこの夜、池区民届/V会合があ-tこので、

与1辿、民虹~務さんに頭んで会合に出席させてもらっ

た。 こ0件について話を Lたところ快くみなさんが引

き受けて下さる●になった。

3月5Flの甲春のころ、 9巾戸市沿区西郷小学校でた

きこふ釦飯の炊き出しをした。丹波はまだ冬で沫結し

た醗を恐る恐る浬転して行くと神戸方山からは、家

野輝‘ぷ廃材を19んだトラックが盆:と迪なり通

り迅ぎて行ったことを思いだす。

これらのコーディネート英務に加え1皮災地へ、 自ゥ

も救援に委加しながら 3ヶ月がすきたゎ舎日町のポラ

ソティアセンク~ーに救援台録して現地へ行—た人、 の

べ23SA、日数にして38日問であるっ 4月以降は、市・lj

ポランティアセンター活励弗芸を受けており、第 2汗

卸こ人り、多忙な日常業務についていた。

的」 4日に兵●眼ポランティアセノターから人上ポ

9 9ティ了R森某があったc 存U町岡工会の廷築関浬

部会から 4名の大丁さん0申し込みがあり、 打び救捩

活勁か新たに始まった。はじめて出会う人工さんf

と9姐蛯をとりつつ 9月上句、 9月下句、 10月下旬と 3

hl仮設仲宅改羨活助を行った。 9月ェ句9よ、残筈のさ

び‘ーい巾を芳呂市へC 9月卜'srと"月卜句は、西神中
央第 7仮設付宅へ行き、・トに段芹0坪消や手すり付陪

設を設醤する比牽だった。のぺ人数30人はどと一緒に

毎回現地へ呂同いて行ーたc

10月下旬に行ったテームは、人上さんを含めて仲0

三いグループだったので、地元し1冶会の人やポランティ

了09若者迪とテキパキと｛l耳手を終了した後は、春日へ

品って告で一杯やろかとすぐ活がまとまった。ポラ｀，

ティ了して楽しんでいる40代の男性諸桔だ＂ もちらん

ぶ9ンプ 1アをするのが初めての人ぽかりで、中に姐

国家公務貝〇亭帝戦の人もあった。「よい経験をさせて

もらいました」 と吾ばれた。

4・ 震災関連業務での心構え

① 出叉る範旧lでまず近赳所など 0)救接活勅に行き、

交通手段、邸也01競況、必要江惰呪などをまとめた

J文ボランティア派玉をするようにつと心にn

② 白来るだけ多く 0町民の人たちへFRをして央た，

新閉、ポスタ-“、広報詰、ロコミ l~ 3月まCはW
会う人には手あるごとに臨災ポランティアの話をし

ていた。

5 益災救援活動の提言

① 一般の人々ヘポランティ了0情報吃ず早く伝える

手段が必妾。

R 1号ンティアセンターの存右とそ 0実熊などを知

らない人々が多いので救援ポランティ T0依頼をす

る拐合に桔礼をどこへ石ねるのかを誰ても9)かりや

すいような方法を考える必要がある。

R ボランティアセンター0存在とポランティア op

Rはもっと必要。
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6・ 委災救援活勁で学んだこと

ポランテーィ了コーデ＇イネーターという耽呆 9こついて

い9こがで、このような稔い1込けをするここができた，

また技災地で出会＇」たひとりひとり、ポラノティーを

速して新しい出会いのひとつひとつを大切にしたい。

阪神・淡沿大箆災それ19}、園0助け合いのまごころ〇

新Lい円＇克めだったかもしれない n

6年間磁l会福社協哉会で1号た、マンパフーや社会

定底を今匝〇汝災で発掠できたことはとてし幸い：ょこ

こだったぐ今叙訊会問濯涅会の泄呉として袴りを

怯・2て裟災支投活勁に当たっていくつもりである，
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県外の社協として

全社協と「合同対策本部」は、被災地の5カ所に「現地事務所」設置し、その現地事務所を全国の社協

ネットワークを駆使した前線墓地として。社協唆員の参加者総数は延ぺ約3,800人、ポランティア参加者

は延べ約12,000人を数えた。

最も早く開設されたのは、大阪府社協を責任者とした西宮現地事務所であり、 1月24日から3月15日ま

での51日間、西宮市福祉会館内に設置されていた。ここでは西宮市内の一部の避難所運営や在宅被災者

の支援にあたっていた。

次に岡山県社協を貢任者とした加古）11現地事務所であり、 2月1日から 3月15日までの43日間、加古

川市福祉会館内に設置された。加古川を拠点に、神戸市須磨区の鷹取中学校というマンモス避難所の運営

にあたっていた。

3つ目は、徳島県社協を責任者とした淡路島 ・一宮現地事務所があり、 2月2日から 2月28日までの

27日間、一宮町内の福祉センター内に設置された。また、淡路島支援ポランティアベースキャンプを設置

するなどの展開を見せ、淡路島内の支援にあたった。

4つ目は、京都府社協を責任者とした芦屋市現地事務所であり、 2月3日から3月15日までの41日間、

芦屋市福祉会館内に設置された。ここでは芦屋市内の支援活動にあたっていた。

最後に、東京都社協、大阪市社協を責任者とした兵庫区現地事務所であり、 2月8日から3月31日まで

の528問、兵暉区役所・湊Ill公園内に設置された。東京を始め、北海道 ・東北プロックなどの遠方から

の支援の手が届いていた。

これら5つの現地事務所の主な活動は、①避難所や在宅の被災高齢者・障害者等のニーズキャッチ、②

ニーズ解決に必要なサーピス開発と実施、③公的サービスの一時的代替、④ポランティア・コーディネー

ト、⑤救援活動の条件整備、⑥関係機関との連絡調整、の6点が挙げられる。

また、上記の活動以外に果たした役割・機能は次の5点に整理される。①被災地社協の機能を補佐し、

問題解決能力を高めた、②被災地内外に情報を発信し続けた、③全国の社協の力を結集しいかした、④被

災地で社協の存在・役割を示せた、⑤被災地社協と行政、関係団体との橋渡し役を務めた。

の；；：：；lしで、0められるが、改めて、己う己〗日＇［月茫．-

C 芦屋現地事務所＝
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木項では次の 4つの単例を記録している．
r- ---- --
i ① 大阪府社協•佐曲氏~~羞l術の府社協として、いち早く現地＄務所を設歴｀＿た経過や地元社ほとの関係や:l
i 留，分担、そして留き点等について

i ② 点邪府社滋。芝m氏 ~同じ麟叫＇して、五1」霙忌務所のおナる国尽麟、そしてコミニニティ＿ 1 
i ワーカーとして刻玲、今後の森垣等について 1 

i@ 間 l ［原社祝•吉血氏・山木夏·遠災l"，西部へ奴飴謬89拠点として、中閲受遠点となったヘースキマ

i グ年と実践、そこから:支援について 1 

①徳鱈輝・虞氏、久米氏、佐伯氏・・ ··疇lか砂支授として、液路烏支援和ンティ 9~ ペースキャ 'i

し プの実践とそ 0麟繹Lて、花条件疇鯰必年と雖しさ等0麟l についこ~~) 

I加古｝＇l現地車務所
~ ~ ~ 

問山県社せi• 9l•I国
i砂げ"'クサm峨負

日区現地車務所
ー・

東京都社協・大阪市中l約
北海迫・戻；t.プロ 9,'

県市町t5社t品耽巨

現地車務所

L一宮現玉m紐巳
芭丘即社協・叫ヨlプロ

ック虹市町村吐喰語只

-e,-― 

京都『計困~府 9 ヽ

市町ぷ片上協9.~

, ---— 
）社会福祉茨係者

-~~」＇合同対策本部

人荻村社協・奈足果礼佑

京都府社協・和歌山保社協

全社滋・田生省
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一社：協職員として感じたこと

人阪府社会福祉協益会施設福祉深長 佐藤貞良

① 救援活動に全力を！ー局内方針に弯い立つ一

"円未明0鯰災から 9~ 2円経過して、ようやく披

宮の令容かわかり、 19,jとかしなければという気持ちが

岳ま 9 ていったと忌う。徊人的にも尼9奇の親9度の家が

全塩し、 9名が死亡していたL、西宮の従凡の家も半

壊i)滋であった，大坂府社協ては、 90円,,課長会哉を

開き、対策4部の殺后などを含む救援方9lを注め、救

倭ニュ 9改第1号を発i丁した。この時点で百歩なこと

は、斗咲末を持えて、宰茉執行と救授活動をどうこな

していくかについて、どの謀長も爾9を痛めていたわ 99

であるが、永品常務から「 2月中旬ぐらいまでは廿平

をス 9，プしてでも救援活動に令力を社ぐぺきではな

いか-と0両期的な1行示が出され、枚採活勁9こ↑力を

半9;9.9取り廂める条件が届内に繋紺されたことである。

② 西宮市社協内に現地宰務所設湮

仝力を挙99て取り糾むには、現地屯務所がどうして

も必奨である。大阪ポランティア協会は21日から西宮

に―ベースキャンプ」を設団していた。正直に言ーって、

「先を越された」惑じであった。兵●栗 •}9戸市両tT 協

を始め、 11戸市周辺の市栢協へ打診してもポラノティ

アの受け入れも困難だし、現地李務所没●のための部

臣も貸せる状況ではないということであったc 被災地

社協でポラン子ィアの受け入れが固毀ということは、

我々が現地に行き、直接ニーズを把渥し、ポランティ

9も派遠していくといった一速の活動ができなければ

だめだ（＾回0救援江勁は成り立たない）ということ

である。そう考えて、不退転63決意で再アタックし、

粘巣的に西宮市社協写務所0 ．室を併り受けることが

できた。当時雹ヰの通じる救援活動〇汲前線品地とし

て、西宮市は立地条件に最も恵まれた所であり、しか

も仁協江勁固砂浦立したところに現地挙務所を特て

たことは、その後の救援活勤の広がりに決定的に●要

な忘戦を持ったと打える。

③ 社協の底力を今こそ！

ば西0令l沼は、日ほから結束が固い、住民主体扱l

協づくりや地域糾緑化活勒63森＆むを厠i'て、市町村令I

協戦貝o,ベルかる交点を深め、 しかも関四から全国
に社溢コミュニティ，）ーカー0耗粒化を発信しこさた

§澤がある。そ0ような閑西で0震災9こ、「岐災地tl饂

と気持ちを・つにして救援・●其を」「住民主体0社祉

を襟榜し、地域組滴化活勁0垂要ヤトを弥曲してきた我々

のほ）］を今こそ発押しなければ＇」という強い也いが

あった¢をう Lた思いは救援氾勁9こ携わっ←自分七身

a'即点であったように思う。また、そう思わせるほど、

兵庶典社協ならぴ9ご昂卜市町社位の存仕がヨ分にとっ

て大きなものであったということでもある。

④ 文字通りゼロから造り上げた現地享務所

机と椅子しかない会益室9こ屯活を引いてもらい、君

仮を呂し、りしの配醤替えをし、受け付けll」紙を整備す

るとこるから始まった現地享務所，文字通りゼロから

出発し、つビー槻や印測隅0差し入れまでしてもらい

ながら、全国から嫁遠された社協猥貝や巳発的に袋加

してくれた数多くのポランティアに支えられて次第9こ

形を整えていった現地辛務所，母終的には、 o,ラン
テ9アコーディネート、〇館内避難者救諏 09i9談・

ケTコーデ 9 ネージョン、〇炊器出し幹旋莉空、 0入

浴・洗濯サービス、 0物姿窓n詞整、 0仏!I・ 愕暇収

業、 OTマチュ 9'無線と 8つの部門を持ち、 3月15日

までの51日間でのぺS,TOO人のボランティアとl,26l人

の屯協激貝がここで活動を展閉した。私は、この現地

弔務所の西任老として活助に従●したし

⑤ 現地享務所の役割

「ニーズ0把侮からボランティアの派遠やサービス

の創造・供恰までの一速の活曲を行う」という意気込

みで設営した現地宰務所であったが、それは市社肱成

能がほとんど衷失した培合に当ては~ることであって、

実殷には、該当する役災地社協の活動と 0関連でその

役割が決まってくる。西宮市社協の塩合は、市を協が

避難所として大きな役剥を負っており、そRために地

域症織化活勁などの社協本米業務に支陣を来している

といった状況であった。したがって覗地網務所は、 11i

避排者救護活動をできるだけ再代わりすることでTl沈I
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協嘩貝が日常莱務に再念でさるようにし、 {21市IL湿木

来の地駿組殺化活配入進認こ応して、地域の両齢溢や

降告恣匂ニーズに一祐になって比えていくという方妾l

を掲げ＇て活動した，辰災地外 0叫呉からなる現地平務

手が加に又け入れられるためには、その地城糾殺と

ーかなったf謬Iを行うことが弓逍である， tlじ環殿

は、そういう~さ味では全国の市町村に紐沿されており、

令l卑駆恥しての強みを発浬した活画が1U」1うできる，

斗面、現地亨務所といえども、坦数の状況、特に被災

地ャl：協の営かれている状況に大きく左をされるという

ことが迂けられない，こ 03辺りか非常に傲妙なところ

であり、被災地社閑に現地苺務所と 0挺i係のあり方に

ついて0検討が今後深められる必要があると恙う。

R 要任者としての留意点と音任者築団
現池弔務a臼の内任者として特に留点していたことは

次8;3点であるウ li！社協の現地享務所活勘が彼災地＇屯

民ならびに被災咄社協9こ受け）、れられ、評価されるこ

とが大UJ＿そうしてこそ、現地専務所活動の必娑itが

関係合に抱められ、そ0経験が梱に広が＿3ていくこと

につながる。 991ポランティア症uiと全国から旅遠され
ーこさた社巴職貝茉団の協甜ー団l祐をii足に、西宮市社

椋との迎携・協側を発9砂させるここ o !3l新たなニーズ

に某づく新たなナーピスを怠ビ，チで造り．tげていく

こと。親地手務所の後方には「本部」があり、人的、

財的登源が器こにあること。そういう怠味で翌地享務

所09AEの人的、財的能力を固定的にとらえる過ちを

犯さないこと，

現地写務所53哀任者集団は大阪府社協の職邑 6名が

分担して (lし99こ屯均 2名づつ担当）当たっていた。

費任者が順次交代ナるなかで、ボラソティアの受け人

れが一ー恥こ払充されたり、各部門0活9h恨告様式が翌

備されて琲務が効率化されるなどの改苦が進んだ。徊

籾こもれ＼屯すぎる私の殻河Jち販られて活動が進んだ

良い例である。！ーダーC［占l定内に考えずに複粒股蘊

していくことも必要であろう。我々刻易合は、「ti時間

劫務」になり、身体が持たないので、必要に辿られて

点任者図複数化を計り、餓！犬詞l紺ぎ体制をとった0

であるが、これが刷登物を産んた~c

⑦ 被災地社協役職員の頑張りにもっと注目を 1

硯地苺務所の運営と活勘6以進展について、いつも我々

の相談役9こなっていただいた99が西官市社協の役戦耳

である。貝体的なが久相淡から宮泊の手配や衰甲な

ど全般に渡って助言してい9こだいにり、お世話をして

ぃこだいた，いつも叔9妥活廷せ9g9F椋て使令西を枯っ

てイ瓶才91木C活勅されていた市社固の役戦貝6ゎ方でに

は0紐臼豆た。 ‘'1否者09こうしたりほりにあまり光

か当たらず、我々のような支1忌側にばかり光か当たる

0はどうした訳であろうか？被災地社協の役戦呉oit

喋りにしっとた巨すぺきてあり、その声に耳を1iける

ベ点たと思う。

R 社協現地牽務所の特徴
汁協の現地主務所は、ボ 99ティアコーディえート

9ことどまらず、披災地，，，民の1"広いニーズに応えた活

勁が組琺的9く展開できるところにその荘得があると＿ 1

える。後力に強）0なぷ紺を持ち、叩厨9社協や悔叫Ji

設の人的姿源~，サーヒ~：スなどのスト，クを翌宮 9こ抱え

ているという強みをもっているからである，現地印務

所が、鼓災地住民の二~ーズを把抵し、サーピスを剖追

していく能力を発揮するならば、それはかなり 0庄度

で実甜できるのである。そうした社協現地●務所c特

微を如何な（発括した取り組みが今後はも←＇と要請さ

れるべきであ恥今回の社協刃地市務灰〇経咲ば、そ

うした可h存社を明確に示したと恩う。

R 破災地における意志決定機揖の大切さ
aに日に変化していくニーズ、何が起こるかわから
ない季社のなかで、人切な0は、被災地9こおける臨哉

応変の怠志袂定である。行政、扱災住民、被災地社協、

現地串径所、ポう Jティアとの夜侭を跨まえた民す的

な披災地における意忌決定機器があらかしめ捻想され

ていることが非常に大切である。情99を笙約し、嫡切

な意志決定がそれぞれ0段l陪でなされていかないと取

"19みに追れと無駄が廿じ、可能性を設み尽くせない，

00： 小地域単位に救援活動の拠点を整禍すること

市域にとどまらず、中望校区単位や給9k所単位に覗

地李務所の支部が設翌できていれば、松況はもっと人

きく変わっていたと思う。それが無迎ならば、 99めて

仕'l,0,」ヽ地叫暉との協働活動の可能1ナをもっと採る

ペきであったというのが現荘甲務所の五任者としての

偽らざる反省点である。被災住民をお公様投いしない

で、一体となった救啜活動が殷問できるように9よるこ

とが、これ力…
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う。屯考を変えて言うと、住民自治を~育てる小地域社

．凸活助の芸ほが必災ということてある。

1111 全体に目配りをした取り組み

吋ぶ府辻協0地域99祉課屁をしでいながら、西宮

の現地宰務所に詰めていたということで、府下の市町

—~ •ー・•一-

村社お活勁に空白が生じてしまい、迷惑をかけてしまっ

た，ちょうど予葬綿成的］月にあたり、捕助金制股の変

更もあったという苗要な時期てあった令足元の述巾市

も被災を受サており、口分としてはここへ0j支投もで

きながったという反省があるc 令体に目配りをした取

り組みができなかったという反省が個人的にはある，

/~1 
9、)

'' `］ 
大震災下の41日1111 芦屋巾ての福祉救援

活動から学んだ社協活動の教訓 I::課題

.＿京9府社会悟祉t忍甜会卓翔局委事・地城）届L柑浪
（当的・裳災救9辻協合lal本'1;「戸豆市現他亘荘祈」白れ者） 芝田宇佐男

はじめに

全口の1l肘児， 9指定都市・ 62市町村から結築した

延へ2,600人（支委ヮーカーの実人数は248)ヽ 、延ぺ人

数は956人、延べ活動ヨ数は586日） ！こ0)ぽる文援者た

ちが、戸，，市民七， 9-別詑〇奥士ったところに設営

した狭い平務所を拠点にして、 2月3日カヒ

坑CJ仕•福社当●者の祉災時の甲窮状態への救援活

勁•平梁に全）］を傾注し、微力ではあったが、でき得

る範囲の被災下における救受活勤の地域9目祉活勁とポ

ぅン・テ 9ア活動を展問した。

芦屋市民の交けた板災状汎に見合う救援活9』・享業

を十分に展箭するとことが出来ず、多くの郡踊を残し

たことに心を0 こしつ •9、亭務所没営蹄の避楚所・十汀9

者8.000人が、 3_298人と減少した 3J115 日、まる •J"

間の現地事務所0活勁・卓奨を兵廂凍社佑と同県内「b

町社脇による複別支怨活砒へ引き継いだ2

本為9よ、ポうンティアを含む廷ぺ9、9900人0女投者が

釦」 l笥、台展市において囮開した描祉救援活勁・申菜

を通して学んだ社協活勁とコミュニティワーカー速務

の敬蔀lと課坦をまとめたものである。

このたび0兵底呉下社協瞭艮協譲会の (91協戦呉

戌災救援・復奥活9h記録安） 0編菜•発刊●業が、●

災救授09l協活勁・苺業のなかでコミュニテ，．9ーカー

たちのはたした白亘な実秩を跨まえ、コミコニテ 9 ヅ一

カー業務の教訓と課題の探究が全国的な親楼でおこな

われ、その蛍要性を野上させる一つの契楼とはること

を碩うものである，

なお、本裕を起草するうえでO3甚礎安料とした可百

胆市における社協乱地亭務E'，9)主だった悶逹姿斜＂は、

木会が1995年10月95日付で発刊した「l阪神・淡賂大翌

災•ー 福祉救（羨活動，その成采と叩ヽ9Fl9-'＝囲市におけ

る「辻協到（也享務所、9099録□（大震災卜での福袖救
歪活動から学んだ民間揺祉、社会オ9祉協毬会・ボラン

デ（ア活9肋0教訓と謀●）"叛S990頁」と学術図含

出版閻屯和堂がら近fl「予定（平成8年（月） 0,、大翌

災下の福祉救裟―芦匡市「社氾現地李務所」 04ia

間（収●）』にその詳期を収録している"3で、これも参

照されたい，

L 芦屋市「社協現地享務所」における福祉救援

活動の開始と目楳

i 芦旦市「社協現地車務所」釘＆醤とその活動・事

業の経過

全社協及び大阪府社協内に段笠された救援合同本部

からの「芹屯市吐協へ0文援0娑枯」が点都府社はに

あったことを受けて、木会は、穏地 i9杏を行—ンた後、

兵那県社協・芦屈市社協等との餡派を堂わたうえで 2

月3日に現地寧務所を朋設した。ポ務祇団設当初〇活

動は、批難所ー巴（仕所、竜話番号、京任者名）をも

とに、「歴りごと相談」●設切9知のためのチ99を配

布しつつ、避●所責任者とのコンタクトをと_-ての要

-,oo-



援談者芍のニーズを把担することから始めた。 その後

も、 ・一ーズ1Eクは一貝して毛視した3

2 ~ 芦国市「社協罪地圭務所」における福祉救捜活勁

の目啜

大翌災9こよる被災密度が県下ーといわれた芦忠在9C

おける9:,j併平務所の1豆祉較蛮活勁0目楳を以下0よう

にかかげた。

99： 第19こに、医栞、煕ltサービスを中断されに王厨
当写者は、「t，民としての仕江の干告とハ 9ディある
人としての祓9耳という＿箆の被災者であるとい→認

我を放貶活勅の堪本的な視点に据牙ること 9こ密窓し

たc

(2} 9l)を茫まえ、党二り9目傑を、雲災以前に9品柏サー

ビスを活用していた利90者9こ9え、 そのサービスをす

みやか9こ継続すること、新たに袴祉ッ・―とスを必要

とする伏99しになった住民冒当宇者へは、 スどーディ

に1日祉サーピスを1こ供ナることに揉えた。

9まり、如祉サービスを必＇としていた 1ざ民 'L'

ボ者には逆早く「福祉を紺ぐこe」を、また、福祉
サーピス03必染性が新たに発叶した住民'当手考に

9よ「招祉沿9用を促足する＇：と」をめさ~しい

! 31 蛤3には、邸也平務所の役割は、あく式でも芦塁

rliおよびl:hlj社協の福祉行蚊と1翻9活●を支接する

ことにあるとした0

すなわち、芦后巾親池亨務応ま常に、臨時的な位サ

に99l、するよう 9こ心がける一）」、より組浪的系柑

勾なl免問活勁"'桜の問始と公的・公共的な1酎祉サー
ビスOI伎活につなぐことをめざした。

i 49 免 4には、札会福紅協譲会が一毘して土振 9，っづ

けて占た「公私協帥体制0構哭」を追求し、 それを

実奴することをめざそうとした。

つ祖り、公私が進携し横並びに授能し合うこと虎9

大切さを声尚i'強調する文化人・知祁人等の発百が

メディアを通じて流されている世論を背景に、こん

な特にこそあらためて「公私低趾lの実体化を迫求

した。

15 1 第59こは、ニーズ把追'掘炉起こし活助とニーズ

対応活砧に席するコ～ディネー r役を担うことをわ
きまえ、普段の社協業培のなかでこれを追求し、裕

み上げてきた経眩とその手法を抜災雌という緊急半

態詞Jで英践することをめざした。

苦段と泡うのは、テノポが逹うことと•一恩虚咄い

[6] 

叩応が求められていることを踏まえることにあ-'こ。

只後に、醤災後20日問0当弔者の辛苫の体験o」-

端を下記李岨を跨まえ、しっかりと記鉛する活薪l

とも応 その峙々0ニーズを祀！握し、できうる品大

阪のサービスを提供する活9りを迂緑内に君間するこ

とをめさ~した。

あなたの日常生活を今回の地棗はどのように変え

ましたかc 1月199」から今日までのヰ祐の変化を次

の項目に関して教えて下さい。

①この期間あなたはどこで、

したか（たとえばどこで迂て、

どのようにすこ＇しま

とり しま l.

たか）,Rどんなことが一悉つらかったですか。R阿

かうれ 9、く感したことがありましたか。＠今すぐ L

て欲しいことはれいてすかa

" コミュ＝ティワーカ＿の役割と使命―その機能の発揮と再認識ー・一•

1 

(1 i 

コミュニティワーカーとしての力えを発掠

コミニニティ 9―刃一、 ギ~ランティアは被災地で

(2( 

-909 --

出会9 た人々との対話や破災現地の街井み〇状況を

酒して炉．聞さし、思戎~したこと 0 ただ つもむだに

しなかった。

たった一日姦加したた9}のボランティアを含むす

ペて,,,'ランティア〇一人ひとりの京兎や捉突も兄

過ごすことなく財産にしようとしたc また、それら

すべを記抒として般し、これらのデークを整理して

今後へ0J生きた教司'を探りだそうとした。さらには、

いつ、いかなる坦所であっても、市民や当牢吝〇訴

えに対しては、滅実に叩幽9こ、できるだけすみやか

に対処した。まさに、冥地手務所は、と-—マンチュー

ンのキーステーシ，ンを必ざし、文字逗り枇災住民

と救捉者の浬絡の臣としてむペースキャ 9プとなっ

た。

こd9ような人きな抜宅状況のなかで、一偲間で

人のワーカー 9こできることはmられていた， しかし、
この仕幸が狽地宰税所を拠点9こして展開されている

以上、現地卓租所というペースキャ 9プを軸9こして

一一人ひとりの業序が維持され、述紡していたb

文担~フーカー 0•-），ひとりがもっ技品をいかした

孜災地域にお99る1翻l活勁0展閉への困待に大きかっ

た。 9:l頃の英務のなかで培ったコミュニティーワー

カーとしてのトレーニンダされた視点と技丘を、良



い芯味で0梱人／レーとして畔'し、

押する場ヰ渇面が現池にはいたるところにあった。

を93具体例としては、欠のようなことがあ守られふ

① 面齢者や埠吉者の避知、999話から自宅生活0う礼

統に転挽するための援助方策を芳えていた芦届市

礼t舟とg,99也挙務所は、そ 0旦体化策ひ 9ごつとして
捨塚濤 '霞いをコ術球の協力を9サて実

旅をすることにした。全て 0)住民が弔っているこ

とは、

とくに、

寄幹者やJ ソヽテ,oある当享益も当然のご

•より困:'ていることだ」と考えることで、

ピニールノートを閃う作業はさ易に発想できた』

こ9)后勁は、単なる家恩保渡という釦だ

，．．卜で咽 9 てもらうことで0安心感

ゃ、「まわり 0人から気にしてもら 9 ている」

ぅ忌いを当亨者：こ痔ってもらうことで人きな助ま

l，と柏気，，けにつながることも容諒こ忠定できた，

ワー灯ーとの信頼百係の中で、「家が

また、

けでなく、

とし

さらには、

壊れてしまって家主から立ち退きをいわれている

がどうしたらよい0 か」、「池店のジ 9 9 クでおば

ぁちゃんに痴菜93症状が出てきているので紅設へ

の人所も考入なければならない」など0、新たな

力 業務の廷臣線上で展涸脚堕把迫が口常0ヮ

できたc

R ,月 L3日から京都府内市町村社協を巾心に各避

糀所へ0炊き出しを足施した。避難所同辺には居

宅生活の一人薔らしの方や忘齢者世帯の方が生活

しており、こうした人たちには遼慈所での炊き出

し情報が案外知らされていなかったc そこで避雖

所周辺に住む方々に、地元の関係者0窃力を得た

炊き山しの宅配サ V9ビス 0ジステム化を池早（雑

殺するなかで、炊き出しナーどスを居宅状態にあ

る一｝ふさらし苔齢者に対しこもおこなった。

こうした対応出各市町村社協が日常展詞して

いる配食サーピスの経験を生かし、素早（地元0

民牛委貝→祖社班進委毘とポランティ TO協力を

得て、配金システムをつくりあげたことで可能と

なったも，0であり、コミュニティ一つーカーなら

ではの「見●さ」

2~ 

といえる，

その）」云を発

コミュニティーワーカー 63本来的な役割と使命〇

再認識

全国から散翌9こかけつけたコミニニティワーカーた

ちは、単なる支援如3域を越えてB環幸務加塙動・

幸業を削造しつつ、その活勁・至業を栢極的9之且っ9こ。

こうした救援活勅曹平染を投開するなかで、そ°'とと

んど0コミュ＝ティ～ワーカーたちはコら Q9本来的な

役割と使合を実感をこめて卑認識したようであった。

こうした Fj認我を記した数多くのレポ~一人やメ y セー

ジのなかかる、三だったも 0| 片品h9翡担ヰ務所沖

寺9」"09～油23のくコラム）一祈棉マンの祝点

- （〔注JI. ！ま‘—0 ：こ＿で紹介した本会発行,,,記緑呉』

に、ぬ 1~Nし25（最終号）を転皿）に掲祉されている

そ〇こ，'を綴ったのでご一紐いただきたいっ以下は、

代表的なメ 9セージ0抜枠である。

故災地に桜して、いろいろね形で、人生誤が変

わった思9がします。今回苓加して、今災の'TF
ロ

だけでなく、 0分が牛きていくための大きな財桂

をいただきました。

対象呪打を訪四して、云んでくれる当出者(g声ロ
を商くこ~とができ、その世倍 03 いろいろなニーズ

を肌で感じることができました。社盆の '9ーカー

としてのrr写かできました。

口

ロ 「民のニ・・スを掴ふ
う杜協活到］の餌蒻l味を味合わせていたたきました。

披災地を河0前にして、 TVや新問では、

い知れない深刻な状況に黛くとともに、我々中l協

ニーズにHl]対応するとい

＜
 
ふ4F
 
、つ

の戟貝がはも得意とする「臨捜応変」「訳笙」「気

軽な行動」等を9E使して0 「あらゆる分野での緊

急対応」が巾民にとって、埋屈抜きで必要とされ

ているであろうと思われました。

コ 翌災以t1には潜仕化していたニーズが、被災を

契機に9訓直化しとヶースが多くあるようてす。芍

問による面接でのケース把姐の垂要性を匡認識さ

已

せられました。

ニーズに対して常にアンテナを張り、キャッチ

したらすぐに洞査し、サービスに結びつけるぐ

の社協としての当たり前0こと 0亜妾性を改めて

-

認哉できました。

口 当享者を王1ムにどこまで考えいけるかを自分El

身の誅迎として、この現場四みなならず、地元の

材協に戻ったときにも活かさねばならないと綿じ

口

ましな

「いままでは、みんなと貼け合わな（てもやっ

て行けたりど、今回oaことを通して『助牡合うこ

との大』さ」をいやというほど知りました」とい

う言英がすごく印象的でした。 lさlったときに助け

-ma-



日常から培って

「］

合える関係を弗＃時だげでなく、

芯くここの必要／9「を面感しました。

依頼の雹話をすれば、すぐ対応して（れる叶協

9公谷勢に大衷感甜iしていた様子でした，苛段9J袋

志9ぅ依頼があったらすぐに何らか93対応がもとめ

また、られている，Cではないでしょうか。 やりっ

':なしのサービスはしたくないも 0だと強く感じ

ました＂

口 ここで0互 たとき、良いところ

それを牛かすことが私09今後の仕年を収り入れ、

コ
のように思います，

池成を自恥車でかけめぐり、避難所を国って 0

ニーズ淵併や住宅のお汗寄りから0屯謡によるニー

ズにさ・＇そく丸頃す コーディネ-,、など、

よさに「これが社協マンのI:l手」だと実惑できま

したc 料協がその栂能を発酒し、今が社協0知ら

れる堵なんだと思っていますc

r 緊急入浴も含めて｀ ／妥砂終了O')I確な目栢を設
定する必要があるのではないでしょうか．、「ニーズ

とか、「ス 9,9が践ったから9と

いう咄出で終了させる0はどうかと忍しぼす。 1妥

肋且採を裟定し、それをクリアして終了させぷr

がソーシャ 999ークだと忠います

が枝ったから」

亡私もここに来て—、つひとつ 0) ●突の大切さ、吐

協切女99」を再認識させていただきました。芦屈市

の今後をこれからも応援します。

できることや名えつくことから活誂しだした今、巳
とても新炉ょ気持ちで仕●ができているように思

いますc 足でがせ </tL協の仔在感を実思でぎまし

こl

如

油臣市民の皆さん¢)後茂へ向けての現るい表拷

に私ojjが反対に天気づけられました。同じ兵邸

呈,,,焚l岱0]賊俣として、これからも、共に1良担
へ向けて敬力ではありますががんば・3ていきたい

と広います。

3 コミュニティ 9ーカーの木来的な役割、と使命を考

察するための視点

人裟災l,．COホ足生活0呉態と枝災地域の克状＂環

赳に対特して娼磯活動を迅して、支援，,,カーたち

が綴←9た膨大な実荘祀蕊0中から、前託9こ抜粋しただ

けでも、「あらためて実9股をこめて確忍し合えた社宮戦

呉0本天的な役9Jと使命」が好きぼりにされたといえ

こうした「本来的,,役莉と使舜0再認識」を一過

性9)ものにとどめず、そj凶

なお、この甜拠•9 け

詳迎は、「はじめにで紹介した本会発行0（ギ＇凶平 l

p41-45 （第）部第w蜀• 4 （コミュニTイワ，ーカー

0本来的な役割と性命を考証するため 0叶見点に防して

の考察メ e)）93茫述しておいたので、ここではそ99

一部を炭約して転祓しておく。

とりわけ、社協戦且＝コミュニナイ~-ワーカーは '•1

る。

けを試みておきたい。

し3の成業と労勘を生みだした巾民牛江〇姦想や地城社

会の実消を敏成に支惑で凸、比9妍的に問聡念識を培い

やすい分野の職業・労似に従事している。そのわけは、

社協のワーカ~・は普改から、地域社会の女貌とそこ

にお99る住民の苔らし0変化やそ0取r大と.,辿をて 0)

喘共・労勁の対象としているからであふ こぅしたこ

とから、救援活動に委hl！したワーカーたちは、

米の役割とrJ9命を発悼するため呪甜叱を涌きたたせる

ことをあらためて決意することにも、比較的に摂拉な

反応を示しえたといえるのではないだろうかし●ところ

そ0卒

で、こうした再認識と決を：の内容をよく吟味Lてみる

と、「今日99社究がめざすべき至要なネ十協活動0品ふ堕」

在合Jtliすぶそえで欠かすことのできないて一双む中身を

内包していることにあらためて気づかされる。

そ 0第—・は、「地城社会に福祉＂ミュニティとしての

共同性を猫えなければならないこと、つまり、地版0

栢社課理に対する地域住民自身の共同〇取り紐みや糾

紺化を促辿していくことが、今巳の社協にもとめられ

ている社閑活勁の区木型であること」の再認識である。

こ〇沿—ーの社協活勁の地木型を見現化するために＇ふ

社協活砒与凜9広範なヰ域住民・当謀者の自発的な

参画を偲進することを達して、地域社会のながに福祉

●能を生み出し、育成することをめざさねばならない。

支援ワーカーたもは披災地で0救援団•]を迅して、

この第一"9社念活動〇甚本型を再認恙したのであるっ

つまり、侶々人や片9独象庭では対応できない住民・当

奉者の生活，福祉課遁へ0対応力の一っとして、自セ

的かつ共同的な地域住民の国[t9饂力を玲い、育成す

ることを 9ーカーとして径助9―るここ 0大切さを互自

党し、再認識したのであるc こうした第一の再認識が、

社協の本来0役割と使命を発井させようとする情熱を

あらためて涌きたたせることにつながったのであろう。

弟―の再祖聡は、「地域0実状に応じた住民や当事者

0緊急かつ深気~な●別福祉ニーズに適確に即応する福

-903 -



祉サ・・ビスの削迄守を9団して、社協の問廷だ袂能力を

南めることが当i幻の大切な社協活曲0互本型であるこ

と」へのあらためての若目である．．この第＿03社協活

勁の疋本型を具現化するために、いま、令lぺIの方町村

社協を •h心に展涸されている「ふれあい q9 まちづくり

宰呉（国印苅曲）」、点都四内の市町村廷協が取り組ん

でいる冨すれあい地械づくりま業（京邪府単告莉助忠

業）」がある。

これらの朋菜は、各々に包S9lokl薙性を内包する i

民・ヨ苺者の生江・祖祉股翌をはじめ、切域の住民・

当亭どが共通的に杓えている＇た活． i翻t問題に対し、
既存6入者旋策•$,'度への 1栗せないし、新規施策実現

まで93料ぎ的な対応策をモプル的福祉サーピス洋棠と

して先祁的、英陵的、試行的に実施すること芥めざし

る9,
 
ご

また、この学業9よ、小地域レペ；レでの生活支接ネ 9

トワ-ク沐制を確立し＃迄することを迎じて、「住民，

当平者の緊急で突発内な挙態を含む佐加・福9tニーズ

に対して09吐l店0司組解決0ためoa［応能力を固める
こと」も目標としている，

かくして、救授活勁9こ参'199したヮーカーたちは、 1u

域社会において、要悛澁、栄介護ニーズにhl99逹に対応

てきる社会資源とゲ9体制0整備を,-民'当宇者が活

用しやすいもcaとして備えながら、妄齢者やハンディ

のある人々が荘らしやすい住環協粒猫を図っているこ

と」が、今日のだ品のめざすべき二つ且93社均活勁0

詰本翌であることを百聡域し、その実現にあらためて

窓欲をたざらせようとしているのである n

nI，大震災―福社救援活勤をめぐる『社会福
祉協哉会の今後の課罪』

これほど09大農災下においては、芦陪市福祉行政機

構02Fl 迂的機能の発仲が.時的な不能状~,こ l沿らざる

を1号ない状況が寸まれる・方、 1芭市社協はもちろん0

こと民生委貝や福祉惟企委貝をはじめとする地域でO

日常的な生活支援、見守り体制もきわめてネ十分な状

態にならざるを涅なかった，この現実のなかでは、一9

乃的・過渡01には、災菩甜地の福祉力がつぶされてし

ま．，ていると認めざるを悟ないc こうしたなかでは、

呉外・市外からの緊急救援をスムーズに受け入れるこ

と03必要性をその当初において踏まえ、その救挺を一

刻も早く要甜することが大切であるということを平常

時から莉沼Lあ9 ておきたいものであふ以下、令l会

后祉協森会として今後考えなければならないと課関を

応味ネ足のままではあるが、 8項目にまとめてみた。

l I目紐サービスをスピーディーに継統する代替殺能
研

システムの早朝確立をめざすこと

災岩地ての日常的な苦段の公的・公共的ts祉サービ

スが崩壊する一方で、地域99io3担•-弓

臼曹祁祉拌淮委貝・ポランナ 9,-9が近如所生活したり、

巾外に避誹したり一時転出するこいった被害を受けて

いるcいう状況下て、福社対役もへの屯祉サーピスの
継続を図るためには、そ5メ兌醤俄能をどうスピーデ 9-

に令I強する qJかが禁む0J謀迎であっだ。

全国料符Iと・,ての社協、としては、こうした坦字、 9こ哺

えるための府栞、市町＇t数を逮えた相互支悛の休9.,！と
システ iヽ をシフト化するため 0亨mo3計両を9呆有して

いることが必要なのでけないか＿

a I也府偶、他市町村の支挺力と地元の復剪力の一沐
化をめざすこと

兵限呉社協も披災を受けるなかで、その広域淡能を

中断ないし後退ゼさるを＇号ない状況が起,_-，た 0であ

知とすれは、こうした大哀災 Fでは、救援相氾が立

域社協0代恕揆能を果たさざるを得ない吠拘が生まれ

ることを想定しておかねぼならない◇

一方では、出域社協様能の回復が始まってくるなか

で、 3l雅ぎをど9)時期にどうする 99かも印まえておか

ねばならない。他府呉、他巾町村の支援力と地元の復

興力もが一休化して抜災地の広絨社協と披災叫l協の

再建をめざさねばならない09であるc

しかし、井常昨での救長に 1i 如の成功をおさめた

ものの、緊急救援レペi(0活勅一手呉が一段落 Lた後

の復只ンベルにおける、いわゆる19其09ための支援活

．｝こどう移行するかが今日においても、ネ十分な吠態

にあるこcをどう克りい して残

されている。

3~ 現地単務所方式による救笈活勁〇救即を放みつく

した救授活勁・手党マニュアルを9Eこと

全国からかサつけた邪迫府県社協'市町吋社協が協

力しあって、災菩地で0救援のためd3屯l椋活勁をリレー

方式で逗99したという先伸↓ 了9'が全くな
いなかで、このたびの救援活到；の始筋期における対処

にはきわめて大きな困難をともなった，
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しかし、こうーッた未知ー未経験のなかであーーても、

全社協OI/牡き0もとて、現娃学務所d9コーディ,_,ヽ

機能が培われるなかで、合l9l09都逝府娯・指定都市吐

協と市区町村和1，'の協,,休判が一気に確立され、救援

朗尚を阻定しての追1,プレーが展涸されるなど、大き
なす糾援プ」や岨泣することができたc 現地百務所という

ペースキャンプを 1•化にして一人ひとりり9裂務が継続さ

れ追箱していたわけである。

すなわち、現地序務所の役割は文授力6店Emとその

如 i已9)散をどう統合するかにあるんだというところに

そのずイントが器かれていたことが大きな役割をはた

しえた厖囚｀であろう。

そ0Jためにも、こg 汲

みつくしたうえで、現地乎務所①活曲い手業の中法や、

宰務所埋宮に涸する・マニ-ァルをつくりあげて忍くこ

とが、今後の大きな改題であふ

4 大渡災0按災記社をまとめる仕キは今後も§槌忙す

ること

各分I1の涸係甘は坦翌から大U)なものを乎びとろう

としてい気社会屯祉分野としても、何を今回9J地塁

低軟83記謀として餃 Lてオ、・< 0かc すなわも、高齢且・

か、

問菩む・子どもたちは、その日その応{，Jを感した0

どのような＃態が発寸じていた0か、当辛老0●

災体陰を経涵を追いながら、次｝こ記す●項を踏まえて、

ヶース記録化しておくことを大切に継網しておかなけ

れはならない．

① 也●』救援活動を通して 9ーカーとして感じたこ

と、見問したことを自分だけの経験・数孟1や記恙・

忌い出としてi}，めるのでなく文字にして記録9こ残

す，—と。

②汝災による枝宅を受けた住民・’',~者の牝活の

変化をはしめ、被災が住民ー当当者01茫束0,'常

牛活にど0ような彬迂を与えたのかを記録として

残しておくこと，

③ 住足・当手者との人問関係をつくって、その体

験賤を生々しく浅していく活動を今後、かなり長

期にわたって紐浣すること＿

＠ そ0ためには、記-‘終り、語れる生民・老甲

占ゃ祠係占をリストア，プし、布雅かつ丁•な取

材活動を抱登すること c

ふ 被災直後の住遠埒＇陸過的区分を差別化につなげ

てはならないこと

届毛牙活i塁と述難祈生活丘民という地域住民0被

災生活深境の詳過的区分目に現象化するf9迅点を安易

に固定させてしまうと、その後0救炭サービスの受け

人れをめぐって対立感情や差9}」き悉を＃ばえさせてし

まうことにつながる。この対立と差サ 9心芽ばえ竺、 本

浴的な役輿対奈がはじま・3にI99こ、それが生民防の対

立・分肝の要柔と Lてふくれあが，Jてし、よう危険性を

はらんでいることに全分に留意し 9よければならない。

" 仮没＇き宅エリアで 0ふれあい0地域う（り-福祉
コミュニティづくりを位沸すること

i反設住宅9i短胡生活を酌捉として設汁された空閲、

設湖で9、かないうぶこ、そのなかでの人問のつきあい

づくりは全くといってよいほど考慮されたものにな・ン

ていないようであるc しかし、そこで〇生活は長！jj化

せさるを得ないし、人々の孤抽化・弧如硲は深く進,,

ささるを得ない。心理的ケ"ヤーピス 03必要性99時盾］

の経過を紺うほど液刻さをも・」て培脱されてくるとい

われている。

従って、楳んなタイプの枷没住宅が必要だ L' そ

固辺，'姦墳拉餌こついても、人々のつながりあいや連

帯を促速するような地域づくり、家づく 9}をしなけれ

ばならない0

＇ 
福祉情紺0共有化と伝注・固知侠沸の強化をはか

ること

活毀は浜水d)ごとく流されていたが、誰のためにと

人な情Iが必要な0かを考忍したうえで発信さす』

船 iきわめて少ながった。また、股災心における「協

紐救援話埜」 9)報迫はマスメディヤを経白しては、 9: 

とんどギむ酋されなかった。

「芯社佑雑」を発1言するセンター1妓能のたちあがり

が迎 f1、菜災直後には全く栽能していなかった3 在宅

符社サー・ピス0対象者や社会福祉抱設（デイサーピス

R捜災消報を把揉し、福祉芙界Cj応9Eルート

でが印収築と支接活勁を強化しなければならない二

を含む）

8 毀仮茫廊I<全悴計幽を躇ま9し行政、社協、

9・ ィア0a強力なも沿携をめさすここ

ポラン

救援活勅の全体弓十団の内容を"’'",9こ-‘ そのなかで、
冬回休・機関が担当する綿分がどこなりうかをはっきり
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させておくことが大切であろう。こ 99令19計両が不9詳

明であったことが加工として、こ0たびの救援をめぐっ

ての行政、社協、ポうンテ ',0述憐は、一部尤除い
て、令体的にきわめて不十分な状況で終わったようで

あるっ

この述供をと0ようにしてつくり、どこか、どう茉

約するのかをほから考えてお（ことが今後の課egの

ひとつであろうっ

IV~ 大震災―福祉救援活勤をめぐる『社会福

祉の今後の謀頭」

L [」常飴 '•C 尽 9 ン,,,活動を大切に官てることと

災吉対策本部や雌雌「9嘩営にはそ 0)当初から社会柄

祉の現点を胆えるここ

披災I止における岱i祉iー政の改楼施策や民間福廿活薮

のたちあがりの注れを、ポ'"ィアが箆災匡後に逸

早く、日常的な告段からのつながりをもっていた点咀

考・脳官者に対しての女否坪認行函で対処することで

炉ゞ-・した。災菩前，低の当学者文援活勤が追伎して

いる数少ない事象であった。

ここからに、 9旧造な日淫0ボ"ティ 9江到］がいか

に大享かということを教えられたc 小地域ポランティ

ァ〇活動が、 “いざ災害＇というときにいかに大きな

ヵ手発拇するかということcj『年である。

また、避雑所のながこ福祉リ｀・ダ-のいたところで

は、当●者へ0裾祉サービスが妃怠されていたことか

ら、今後の課●として，ヽえることは、近烈所浬営には、

そ0)当初から揺祉0視点を抗えるぺきであ 9 たという

ことてある。そ0ために＇士、都道内県，巾町村の災菩

火笥Aもl5には、まずま＇さきに棉社の笞ヤ令籾媒をし 9

かりと見捉えて対処できるスタ＇フを配泄すべきでを

ろう0

2 災菩時にお9ナる符祉対象基準を1紐＇」韮準として、

あらがじめ設定しておくこと

被災時における揺祉サーピスの対象「規定」を、『被

災に起因する様々な迎由を背祭にした生活◆福祉郡題

を抱えた市民」とかなり広哉に設定することが大切で

ある。

そのためには、遥営の福中,,施策の雨用やその遠 l村を

拡大し、連営を豆出力的にするためor倣災時における
特別亙率」をあらかじめ殺定してお（ぺきで浣ろう。

3~ 担祉行政は民間i,J,fの固有神を屯蛍し、稼勁をめ

ざし、そ~C9吉成と援おりを図●』ておくこと

公的・公共的福祉サービスは、常に安定け、公平It.

平等性、単代叶、均等性、形式（手挽き） （生、無雖（生

を茎本＇こして失施・息開されるも 0であるという性格

を持たざるを得らし t 従 •9 て、一方にはヘ

インフォーマルなサービスを必然としているものであ

ろう c

イ97どーマルな困祉サーピスは必ずしも公平1生・

平等吐等を原団なり乱本にはしない。それは、迎応怯・

閲拓•生・目 [h性，先恥1生・モテブレ付，実験性を特質と

し、そ0活封」，李菜.,再祉サービスの対象ニーズの改

盤・解決のため9ご、いか9こ下濁性を発匝することがで

きるかが第••茂目的9こ 1居えられている’'のである，

すなわち、それは、地域住民0福祉創沼力及こく活用

力によってモまれてくるも 0)であることからも、これ

を公平為てその品井を命ずることは誤りであろうc

この立味から、行政は、武間幅祉0中核授弗をもっ

社協やヒ問宿祉の大きな原勁力であるポラッティアを

4格的9こパートナーとして育成し、協西1することを人

切な政策目9トに1は9fるべきであろうことを強澗してお

さ'-い。

4 仮設住宅や避学祈生活者の生活安定化への移’子9l.

面の早期策定を促辿すること

巨宅生活への1笈活A「l岸ぐ長期にわた・Jて競難所生

活や仮設住宅滞在を余●なくされている人々の生活.

福祉閃冦への対応を急がねばならない。

避薙所や仮殺住宅生活者は憫人の曰常生活に一豹l屯

早く復係しよう}している：よずである。洞｝＼生活9こも

どるoaに、気聡ご他に助）］をもとめられる住民や当斗9

吾はよいが、それのできない住民や当辛者0佃入レペ

ルのニーズ・心配ごとには、きめ9Tやかに親兵に対応

しなければならない。

., 住民・当事者の速帯感・一沐化を促進する付菰況

づくりをめさすこと

今もって、油雖所や仮殺住宅を陛れられない住弐．

、'I苺者に対しては、その憫別串↑者を焔まえた社会的支

袋が必要なことが、十分に理り『されていないことは貼

しいことである n

まさに、涙災は地岐の住民のつながり合いをこわし

たのである。住民同十の進荏とつながり合いを回復し

-］06-



つつ、そ03地域から転出した人々を両ぴ呼び戻すたり

の9カをも 9た地域づくりがこれからのおおきな諌垣で

あろうし、将米的＇こは、これを椴会に箆災前に北して

より大きな地域の面1h力を再現しな99ればならないJ

すなわち、地城柘会において、生民・ i'9車者の交流

をできるだけ可能にし、住民問の連帯を促趾するよう

な住団培づくりが地域祖祉・在．宅福祉";祝点を犯面に

！ビえて立案されなければならない．，

6 1•ハンディある人々にと 9 て、 99 りになる社会づ

くりを」を19祉再逹0コンセプ l、9こ忍えること

秋古9よ大きかったし、大きな壌牲を払ったが、この

被害と密性0なかから多くの教乱,,を生かした街を19巽

するため9項をこの旺期に築かねばならない。

芦渥市での福廿再建のコンセプトは、沃災による彬

宕〇予防·綬和力を19 え、ハンディある人々にと•,て

頬りになるような21世紀の商飴村会に見合う地以・仕

宅1再1廿椙揉0バイロット孝業として発羽すること」が

大切である，

，
 

，＇い’‘

----- ー＝二—_-~--

神戸鷹取中学校避難所の活動への取り粗みについて

•-- ~- - ―-••一、一岡山限社会活祉協涼会板冥課 吉田 光臣・山本茂樹

はしめに

平成9年1月l9日に発牛Lた阪神大窓災産後より、

ードラッテ｛アヘの対応を桧詞するなかで、狽9吼さの活

勅胡盤のや勧や状況をl号束るだ 9i咆採すること 9)必要

性を惑し、取り致えす兵商賑社会福祉協溢会（以↑社

頃）の披災状況等を餡源するために"''°''事務9司次

長以下3名が裂地訪9月し、それにあわせるように屏社

塙内部において今袋の対応を検討しはじめた。こ 0間、

孜援金0菜架や●内の9円ランティマ活動希望者や呉0

依戟で住まい0提供考等の登妹藤徒を行っていった。

こ0なかで、ニーズ等をあまり考えず登録を院始し

た住民の捉供に関しては、呆終的には一ー1,t6壮灯整もな

されないで、断らざるえないといっ f 答冦位5,• 対応 9こ

苦慮するも0となった。

また、木会0ポラ 9ティアセンターにおいてもこの

たも<0大製災9こともない、点内0 「恨災された方のた

訟こ{n)かしたいc」という方々のポ9ンティア0登緑を

」)」20日よりスターとしたc そして、登録は特技や苔

格等を踏まえて、活勁希笠El等を間いたうえで行われ

1別添ボ 999ィ―9登録カード参照）、 ］月al日までの
i叫 l尚で681斗（帝護短8名・廷染閲係者4名・一投

vo48名他）もの登録がなされた。登妹開始当初は若

護瀦・ー級足築—.L等忠門技術者について現旭がらの要

禁に応じて病院・建築閲係椴醐等へのコ・ディネート

を行い、また一般ボランティアについても、加古）9l巾

総合福祉会館に支援木部を設醤し、組織的なポランナイ

ァの旅逍体制を整えた後、実l菜9こ9月 4己から当初約

1,650名0避絣所であった須磨区の神戸ポ立隣取中学校

への瓶次派迫を開始した。

なお、こ 9叶様な状況のなかでポランティ了を登銭し、

呉社協戟貝も沐日返ヒで登銭や恰報収果・派辺体制等

0整備に努めたが、派逸でさる体制づくりまでに 2週

闇近い時問を要したことは、被災された1，99の生活ニー

ズヘの早期対応や活勁希望者0一日でも早い活動を望

む志等を考えると、今後考えなければならない～つ Z

教訓として残された3

1 ヰ詮I・ 九州03に援拠点、 Ju古川ペースキじンプ明

設

・・骰ポランティア〇派遠は、 2月ら日より岡山泉内

m0名のポランティアの派造を皮切りに始まり、同g
末までに、中l布・九州地方から合計665名03与が現地、

成取中学校での妃難所支援90:rランテ 9ア活勁に参加

した，

この665名のポランナイァ派泄09巾荀受入拠点となっ

た0;が加古川ペースキャンプである。芍ベースキャン
デ、

プは、辻協としての全国的甚支援活助として、当初被

災地束剖から束日木を『h心と‘ッた支援窓可を西宮市社

一w,-



協的に設世したのに対し、交通が分断された被災地西

部への女接のために、中国・）砂lプロ，''"社憶関係

の翌災支援泡動の中継拠点として加占川市総合福祉会

猜内に設ばされた◇

宰務所には、各某）ー協宅呉が完駐＇-、業務として恢

災池支投の目楳設定や支援体制0あり方・珪木力針を

決めていく等、具体的9●9ょ、①一般ポランティアの活

勁マニュ和しの策定．②各果化の 股ポランティアの

人数澗笹~手前研修、 90今回の裂地で—ー股ポランティ

ァRコーディネーター役となった各県 F区｝南町村社協

戟貝の派泄甜整、R各県内の社協9こ寄せられてきた故

蛭籾茫・炊きたしニーズヘの対応、⑤担当行政（区救

疫対安本部・ 19祉屯務所・保健所等）との速格べ周整、

R現地悼中KKAKOGが、VAニュースの発行等、様々な

コーディ不ートをLながら現地ての支援活勁の側面的

支投3J役割を呆した、つ

2 現地、ぬ取中学校（須港区）でのボラノティア活

勁の描迎汰況

．＿文援活勁開始当初〇状況を中心に一

澤取中学校荘難所は長田区と 03堵に位百し、要災＇月

知コ約i,650名も叫出災5が社虹大如誤は茫痴所 Cあ・9

た。この避烈所には、咬区内の被災者の方々をはじめ、

大火災のあった長口区鷹取商店街から西へ歩くこと10

分ぐらいの毎所にあるということで、校区外0長F区

からも多くの住民の方が非雌されており、そ・0)他ペト

ナム離民のJ9E0名やペルーからの出稼ぎの方、また在

日朝鮮、韓国人等〇在日外国）、の方々なども避莞して

いることから、他の近雖所と比べると避雑所による住

民自治と白立が薙しいという特殊な手情を持つ避惹所

であった。

避蹂所内0状況としては、呑災当初3日涸ぐるいは、

少ない食料、水も屯気もない状況のながで、プー 9ンの

水を各トインまで汲み lげたりなど不自由な生活を余

俄なくされていたということであ→たが、 ］週間ほど

たった頃から水・電気等99必要品低限のうイブライン

は後［日し、宮蒟県を中心とした医療スタ，フも常駐す

るようになり、また自術隊による問昂底呂［たかとり

刷も設臣され、遮群者o方々も男女 L日交代ではあ

るが、お風呂に入れるようになった。また、食料品・

生活用品・衣料品等赦援物姿りJ各品目ごとのテン'も

出来るなど採々に整(9され、それと同時にポランティ

アの数も5酋え、 2月初旬頃から全国各地から炊きだし

団体も入ってくるなど、避難所として0速営体制は次

第9こ形づくられていった。しかし、この問を中心とな—ュ

て支えてきた学校職貝＂体力は、この頃には既に阪界

に追しており、また授梁の再開・学校概地の同後のた

め、日々活動する多く 0ポランティア〇コーテ＇ィネー

トを教呉に代わ-て行ってくれるポランティアリーグー

〇必要性とともに長期踪活勁できるポラノティ'"確

保が一つ99問沿としていがってきたc こうしたニ・ーズ

に応じるぺく、こ 0たびの社協j戦目・派遠ポうノティ

アによる支援氾曲が開始されたわけである，

2月に人ってがらの避薙所0)運営は、近隣の竺民・

学生、 ILl辺0学佼から派遼されてきた教呉等の日ぶ衷り

ポランティアと令弔l各地から応援にきた長期宿占ポラ

ンアイ・「が、それぞれの役岩り分祖（逆雖所俎沿図苓煕）

によって支援活動を行った。きた、それぞれ0セクショ

ンで長期切函白ポ,,ティアや社曲織貝が'’ーダーと

なって中心的な役割を担い、日盈りポランチィアがそ

の指示に従って勁くといったかたちて連営されていっ

た。

具休的な活勁としては、①咄雌者の方々0受付対応・

苓話の呼び出し、②各ポランティアヘ0浬絡'調柊`

R枚接吻致の積みおろしや仕分,ナ'紺Uも食料 '99＿活

用品の配給作業、④避難者の各祁造を回って話し相手

ゃニーズを聞き山す巡回ケア、R「たがとり渦」での

お風呂の描陸や人数整痙•一人でお風呂に入れない方

への介助、R乳幼兒吝対象にしたミニ保育膠や保育相

践活動、⑦茫●者自冶による校含内の淮括活勁へ0協

力等、避難所の選宮の様々な役告Iをそれぞれボ99ティ

アが中心とな _1て担っていることは確かであ恥

そして、ポラ 9ティアの人数は 2月に入ってからは、

平均して日弼りポランティアが約50名、宿泊ポラ 9ティ

ア約90名と計120名以上0ポランティアが活動をした。

こ0ような活勁を通して、いくつかの森●や問粗点

が浮かび上かった。長期化が予想される支扱活屯Iさあ

り、ポランティ了の入れ替わりがあるなかで｛士革0月l

き粒ぎをどのよう 9ごスムーズに行っていくか、避難「斤

における且治活勁や避槃宅〇口立99意読をどう育て、

支援ポランテノア活勁と結びつけてい（かという問超

であった。これらについての対策として、社協戦艮が

支援活勤から紺れたあとでもポランティアが此駁的活

商に入りやすいように近難汀'"各役割について0営""

な活助マ,__ア｝パう作成作業を行うなど、 1:9ンティ

アだけでなく荘難省の力々と共に述難所を迎営してい

_,,_ 



ける体制を徐々に整えてい丑ら

2月28日ごろから校内ての避薙益数は912名また、

と徐々に絨少し、投外から配給咄名を受け取りにくる

登録者数9t3，硲名と 1」叫行えつづけた，これが示すよ

うに、避薙所以外での在宅や地域で生浩する披災者の

方々への支援をど0ように対応していくかが大きな乱

韻であ—'た。しかし、これら 0i —ーズや問臨解決へ向

けて0対応9よー 9人百らし 0jお年寄，'への食串99配食や

危検家屋から生活するうえで0必寄品の扱止なと一部

93 ニーズにしか対応できなか—たことは残念である c

ただし、これらへの対応はポランテ 9 了活動等だ,,で

は、や'iりl殺界があり、祓災1且0行政を含めた行政の

対応が缶礎にあ-,てこそ解決できる問●ではなかろう

かc

しかしながら、今後こ0支悛活動を近して学んだこ

とを生かしていくうえでも、必要 9こ心じて迅遠に文揺

に入ることができる体’t,'を令ドl各地の社協やを自治体

等は今後も整えておく必洪か死るのではないだろうか。

この様なことを名えると、今後の後月； ~支援について

は民肘活到迂J越熙鼎僻や民間活）」をしっかりと位匿づ

け、その受入れに関寸も支萎や考えを行政も考えてい

く必災があるのではなかろうか。

おわりに

湛取中学校へ03支援活動を知期間ではあるが行って

いくなかで、岡山呉内からのポ"ティア手9I者は延

ペl."＂0名を抱える人数となり、ニーズや問曲が函在化
すればこれほど多くの活助老が社られることは災かさ

れもしたし、行孜におし・てはいついかなるときにも公

翌to北雌19謬」かせにくく、そこに緊急を涙するニー

スが見えていても固々の問近については丸ぼがなされ

にく（、足哨咀椛の必要性を弦く感じさせられもした。

また、この活動を通じて社協においても活耽をして

もらうことがさ装とはり、すランティ了活勅者を現池

こ送ることが目的となった¢]ではないかと1，惧される

ところもあったように思われ和

なお、沖戸市においてに姿災以"［は社協税能や~ドラ

9テ9アセンター畏9きも充分船かったも①が、これを

翌機に各区におしてポ99ティア七ンターりう設世がな

されてきているようであり、民間活乱~の君要性が 部

ではあろうが見えはじのたことは活勁全体を通じて評

価されることではなかろうかっ

，
 

--
淡路島ポラ ンティ アペースキャ

し~ ~ ~ 

ンプ活動報告

～みんなの心を紡いで～

猿品県社会福祉樅議会 上地 幸博・久米 秀生•佐伯 明彦

～はじめに～

兄恨れ9こ風翌こいつものような関を迎えて、

と変わらぬ日疋繰り返しながら日々 02蓉ら‘ーを営むこ

とがどんなに大切むことか、突然澳うた大虔災にかけ

がえのないFl常を奪われに人たちとそうでない口9)。

翠のがこやりほ0ない怒りや、やるせなさを感

09 は、偶然にも安寧な l」？ドを持ち続けることんf~さきた

酋Q滋慢さだろうかc

小香の筵う 2)）の淡路品で0想いが、

り返る似設住宅の前で既ふ

私↑

いつも

0想いと、行動へのエネルギーを乎］やすことなく祷統

ナること、それこそが大b]な03だろうか。" .o 

幻l2日から 2月末Eまで、四届l匹呉社沼とボ"

テ9 ア娯べ800余名による翌災後旧支扱活動を淡路烏一

宮― 19を中心に展団した。ごく限られた！9渭9 の限られ！—

誨刃で研活動であったが、ポ弓ンティアー人もとりの

心を凝堡さをた活動とな '2た◇

英豆OE99こ9照

そしてそ

～ポランティア登銭とペースキャンプの設営～

頃 1,9ヨ、未明の大裟災は、莉問が経"'こつれて禾

倍有の大●中となった。お隣の果での出来卓であり、

-109 -



県社協として何かをしたいとの気持ちは強かったが、

余りの大災害を前に、これまでの果社協業務で経験し

たこともなく、何ができるのかを論譲にのせるのすら

戸惑っていたのが正直な当時の状況であったといえる。

県災害対策本部からの要請もあり、とりあえず翌18

日から義援金の窓口を設け、県民からの申し出に対応

することとした。

被災地の状況や救援ポラソティアの受入惰報を充分

把握できないまま、いたずらに時間が過ぎていったが、

神戸や淡路島で自主的な救援活動を始めるポランティ

アグルーブもあり、「救援活勁をやりたいがどこへ行け

ば良いのか」「窓口は？」、といった県民からの問い合

わせも相次いでおり、県社協としてこういったポつン

ティアの想いを、どう活動の場に結びつけていくかが

急務となってきた。

ライフラインが復18しておらず、医師や看護燐など

緊急の専門職が必要な時期であった為、至急1ここれら

の関係者のポランティア希望を掘り起こせとの声もあっ

たが、県社協としては、初めての経験でもあり、救援

ポランティアヘの個人の問い合わせも多い状況から、

専門職に偏ることなく、社協の力量の範囲で幅広い県

民の心を受けとめ、活動へ繋いでいくことを基本に裾

えて取り掛かりを探る状態が続いた。

被災地の関係窓口にアプローチしてみるが、現地の

対応も非常時であり、連絡網が混乱してキーパーソン

民生児童委員

ニニご

となる人となかなかコンタクトできず、支援活動への

手がかりを掴みかねていた。唯、現地の状況から救援

活動は長期化することが予測され、取り急ぎ県民から

のポランティア希望を整理して活勁に備える為、23日

からポランティア登録を開始することとし、全職貝に

方針の周知を図り、全貝体制で受付を開始した。

1月末日で100人近くの登録となったが、安全性や

活動の場までの交通手段、食苺、宿泊場所の問題など

が、ポランティア希望者を組織的に被災地支援活勤に

つなぐには最低限解決すぺき問題であった。

その頃福祉関係者救援合同対策本部の動きと速動し

た全社協からの働きかけもあり、四県事務局長会議の

協議を経て、四国プロック県社協が淡路島の支援活動

を受け持つことが決まり、徳島県社協が幹事県となり

活動体制づくりを進めることとなった。

ちょうど四県社協職貝が、生活福祉資金貸付業務支

援のため淡路島一宮町に入っていたところであり、現

地社協関係者、ポランティアコ ーディネーターとの相

談の上、活勁拠点となる場所の選定を行なった。

その結果、常時20名程度が常駐して活動にあたるこ

とができ、自炊可能などの条件にかなう尾崎老人福祉

センターを地元のご配慮でお借りすることがでさた。

こうして、一班2泊3日の現地滞在ローテーシ●ン

を原則としたポランティアと私達の活動はスタートし

た。（上地）

～震災復旧支援活動に取り組んで～

2月28（水曜日）、津名郡一宮町遠田の尾崎老人福

祉センターに、四国四県社協合同による「淡路島支援

ポランティア・ベースキャンプ」を設朧した。

主な活動内容としては、①ポランティアの登録 ・斡

旋、②ペースキャンプを拠点としての、ニーズ発見と

それに対応するポランティアの派遣 ③淡路島災害対

策本部をはじめとする関係行政機関 ・団体等との迫絡

一般住民から.--
避難所から

ニーズカードポックスl・・・ー 〈回収〉 ー--・-・I 一宮町社協
.-4 

濠二吋 l〈ニー！カード写
l 

； ー1 実践計画検討トーI コーディネー ト 1←〈調鉛—I ペースキャンプ 1
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調整及びそれに伴っ活勁 ④被災地の恰報収策と広甜

活勁等99に取り棟むこととした，

しかし、 9」0行政楼焚や社協〇殺能が品乱している

うえ、自分自身が披災地の吠況把採俎1分できていな

いこともあり、同行してきた登録：99ンティ和名につ一

ディネーターとして 03役割が果たせるのか不~であっ

た。

取り敢えす、町内の各9イントに手作り 0)ボスター

を貼り刃、ペースキトンブ0設酉を住民に1甜町する

ことから始めた。手始め93活勁としては、福祉センター

9こペースキャ ofの手1反を設世後問もなく、近隣o方

から「落ちかけてる、忘根瓦を l碍ろしてもらえないだろ

うか＿ーと 0う問い合わせがあり、我々は芭ち↓てこれを処

坦した。

このことがマスコミに取り lげられ、幸いにも 1’l-

佼の内にペースキャン 9'0設滝が住民に同知される結

果となった。しかし、翌日からの淑ルJiや問い合わせは、

序根瓦や廃材の処坦等が多く、それら叫＇ F臣は非常に

危険を1生うこともあり、実施にあたっては判迄れこ苦地

した。その孜、．J文々と一宮町社協のコーディネーター

とのミーテ.,>グで、町内6カ所の各避薙所に、「ニー

ズんードざ、'"」を設四してはどうかとの憐安がな

され、早速実行に移すこととなった。そ 0Jことにより、

「9沿院の送迎と付さ恭い」「風品の送迎と入浴介肋」「引っ

越しの手1zい」等々 、 H営生活支援のニーズが出てく

るようになった。

また、町役場から 03依頑●項として膨人な救援＇肉賓

0●理作哭があったが、一方で行救当局の松授物資0

具体的な仕分と配布言 l而が決ま—ンていなかったことも

あり、ニーズに対しスムーズな対志がドlれない 9レン

マからか、ポう｀ノティア述から行政の対応の恋さを指

咽する声が笥かれるようになったc こ0ようなことも

あり、ペースキャンプで0ポラノティ T活勁について

靡乱今いがミーティングの堪で行われた。その結采、

15項目の留点専項が作られ、そ99後の活到について＃

よ的な共通翌識をとることができたc

その後、日によってニーズ0多少はあったものむ、

覗ね F音じ0治れに添ってポう ‘9ティア店酎］が展開され

ていった。

2)」半ばを記ぎる項には、「病院等へ0送』と付き添

い」や「風呂の送迎と入浴介肋」等は、迎雖者に対す

る固げ-・ピスとして完全に定巷していた，しかし、

四国四呉社協協位による文設活臥」は、一応 2月Olカ

月暦という目安を世いていた為、 3月以海の支援怯歴

をどのようにするが、校討が忠がれるとこるとなった。

幸い地元社協を中心とする「忌内社協其災文哭セン

ター」や、ポランテ 9ア関係者による「淡路烏復興ポ

ラソティア支援セ 9ター」が、復l日への動きの中で立

ら上がり日常的な文援体制へとスムーズに移行するこ

とができた。（久米）

～ペースキャンプ活動を終えて～

「今回り9●災救援活貼が、一つのイペ 9卜で終わっ

てしまったのではない足、「被災者のJJ力に、少しで

も、本当に力にな，汀 うか」、「自分たち、ポラ

ンティアの自己泌足の為に米たのではないか」，、「考

えても始まらない、自らが行勅することが第ーでは」・・^ 

ペースキャンプ活動を終え、痰路烏を去るにあたり慢々

な思いが油を過ぎった。その思いは今も990)奥にくす

ぷり掠けているが、ペースキャ 9プの●引きに立ち会っ

た者として絃じたことを二、＝綴ってみたい。

すでに多くの方が語られているように、弟ーに活酌

を進める上で0キーパーソンとなるポラ 99・ ィアコー

ディネーターの代臣づけである。杞こ今回の活勁に隣］

しては、ロープーンョン体約を止んだこともあり、ス

タッ 9の入れ笞わりが激しく、町内 0豆地涅や状況など

が Rランティアに l分伝わらず、各已が適切な活動如

でさなし？ l、ラプルが発生した局面もあ〇、スタ y

フの役割分担をふまえたコーディネートの薙しさを•

惑した。又、単に活●する人」と「活動0場lと0

受給調整にととまらず、行政や自治19描、他のボラン

ティアダループなどとの連携をしなから、状況〇変化

に柔軟に対応したニーズにあったプログラム09月発や

暉愕報0収集、発信なとが必甚とされ、この点、池

九社乱のコーディネーターに負うところが多く、この

ことにより入ムーズなベースキャンプ活動や地元社協

関係名による日常活副への引紺ができたことを特記し

たい。

第二に話動に念加したポラ 9ティアについてだが、

役旧支授ポうンティアとして呉ヤl協に登船をされた方

は2631屯 931名 129ダループ、侶人936名）であ 9 た。

「私もわjかできることがあればお手伝いしたい」といっ

て登鉛いただいた方で、今までKl：協話勁9こ閣わりのな

かった方も多い。大臣災という非常店での緊急示ラン

ティア活勁であったが、それぞれ0,,ランディ丁が日

常に茄,,たとき、今回の1本敷去固化させることなく今

-m-



後0活勁にどう粍びつけてい（かも痕杜協．として03大

きな胆淫といえるc

第三に、災岩等灸急時Cバ社協活勁のあり）J，,'が、今

回の礎災救探活勁に際しては、初めての経験でもあり、

刻勁体制は必ずしもスムーズとはいえなかー」た。享務

局としての緊急活勁マニュアルや関係撥関、 Bl体との

速絡話の策定はもちろん、近隣呉社協や市囮9村tt協と
0ネットワ・＾クを生かした浩動／註＋づくりも今後必要

とされる d9てはないか。

数後に活勁への炎金援助だが、こ 0度のペースキャ

9 プ活動でも交通芸、食料台、笙社• FAX使用料、そ

して万ーに（埼えて0俣険料なとの経去が要り、涅もが

江勁を始め、痘けられる為の条件寮偏として活函姿令

0援助制度も足非必要であろうわ

1カ月という期間があっと言う初に過ぎ、この間、

ペースキャンプとした，-淫飴老）ヽ栢社センター」をそ

れぞれの想いを抱いて9OO名余りのポ9ンティアが訪

れた。

被災者0カ々や地元の共係者り9皆さんと 0）、また、

ボプンテ'r同十、数多くの出会いがあった。震災と

いう不幸なきっかけではあったが、ー）心り苦窓だ 9ナで

は箪決てさないこ A^ が、みんなが注携し、協面すれば、

それは大きな力となり索咤らしいことができる可能性

を秘めているのだという想いを、活動に関わったすべ

ての人が強（惑じた69ではないかく

私たちの活動が、震災がらの一日も早い復興に向け

て、昼夜を許しまず取り各且んでおられた均元閃係者の

皆禄9ことって、多少なりともお手伝いになったとすれ

ぱ幸いです。 （佐伯）
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， 綴集後記

平成 7 年 4 月、兵辟＇県下社協暇員協議会の呼車会で 1•社協眺員淫災救援活西」記録果』の発行が決ま

りました。それは、←紆協隊員個人の記録を留めることは、股災地の社協献員1益哉会、としての要桔ば」

との雰囲気にあふれており、苺務忌も圧倍lされてしまいました。

平務局はこ〇理屯会決定を受けて、さ，，そ（記紐某の作成に取りかかりましたが、これが思うにま

かせませんでしにまず、被災地の吐協磁員が記録菜を菩（ことに常躇していました。平成7年の奉

夏は仮設住宅移転とその支援活動などの救援活動と通常業務の＃開で超多忙な日心を尤ごしていたこ

I ともありますコしかし、もっとも大きな原因は「やれなかったことばかり穏に浮かび、とても冷静に

伽り返れない」との声か多く、社協職員の心のキズの深さが争を取らせなか 9 たのですc ここで改め

て、社協戦貝も披災者なd9だと惑じたもしりでした。

やっと策まった記緑を読み返せば、社似瞭員Iぇどのポジションにいてもつミュこティワーカーなの

だなあと感ぜずにはいるれませんでした。砦、地域を愛し、地妓づくりに似み、そして嘔命に努力し

ている姿ばかりだと感じました。この記録は、今後の社涼俄員のあり方を考える上で大変貝蚕な登料

になると湘信します。

それにしても、企画から発行までに 2年もかかってしまったことは、ひとえに車務局に黄1Iがあり

ます。叩紅涅者ならびに関係の廿壌には深くお詫び9:IIし上げます3 | 
~~一

＝網某スタッフ＝

小杯民守（兵渾県社協） 小林淡ば 佐藤克子（同志社大学大学浣）

住民とともに福社のまちをつくりたい／
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